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　子孫繁栄の意味があるそうです。
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新
年　

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

　

市
民
の
皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
希

望
に
満
ち
た
輝
か
し
い
新
年
を
お
迎
え
の
こ

と
と
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
平
素
よ
り
、
市
行
政
の
各
分
野
に

わ
た
り
、
深
い
ご
理
解
と
温
か
い
ご
協
力
を

賜
り
、
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

早
い
も
の
で
、
市
制
施
行
か
ら
3
年
目
を

迎
え
ま
し
た
。

　

市
制
施
行
2
年
目
の
昨
年
は
、「
行
政
と

し
て
の
真
価
が
問
わ
れ
る
年
」と
位
置
付
け
、

行
政
改
革
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
市
政
発

展
の
基
盤
づ
く
り
を
主
体
に
、
市
政
運
営
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
が
、
本
年
は
、

〝
具
体
的
か
つ
着
実
〞に
市
政
の
発
展
を
図
っ

て
い
く
こ
と
こ
そ
が
、
私
に
課
せ
ら
れ
た
使

命
と
肝
に
銘
じ
、
新
年
を
迎
え
、
そ
の
重
責

に
あ
ら
た
め
て
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
ご

ざ
い
ま
す
。

　

さ
て
、
ご
承
知
の
と
お
り
、
地
方
自
治
体

を
取
り
巻
く
情
勢
は
ま
す
ま
す
厳
し
く
な
っ

て
き
て
お
り
、「
官
か
ら
民
へ
」「
国
か
ら
地

方
へ
」
の
改
革
の
中
で
、
地
方
に
お
い
て
は

本
格
化
す
る
地
方
分
権
に
対
応
す
る
た
め
、

自
主
・
自
立
の
自
治
体
運
営
に
努
め
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
税
源
移
譲
に
つ
い
て
も
一

定
の
進
捗
は
み
せ
て
お
り
ま
す
が
、
健
全
財

政
を
維
持
す
る
に
は
、
自
主
財
源
の
確
保
は

大
き
な
課
題
で
あ
り
、
経
常
経
費
の
抑
制
は

も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
低
下

を
招
か
ぬ
よ
う
事
務
事
業
の
見
直
し
、
投
資

的
経
費
の
コ
ス
ト
削
減
、
民
間
委
託
の
推
進

に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
徴
収
率
向
上
を
図

る
た
め
の
法
的
措
置
や
和
歌
山
地
方
税
回
収

機
構
へ
の
移
管
な
ど
和
歌
山
県
と
の
連
携
も

図
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
自
治
体
に
あ
っ
て
は
、
住
民

ニ
ー
ズ
に
即
し
た
サ
ー
ビ
ス
を
迅
速
か
つ
的

確
に
提
供
す
る
の
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
知

恵
と
工
夫
と
努
力
に
よ
っ
て
、
特
色
の
あ
る

ま
ち
づ
く
り
を
自
治
体
間
で
競
う
時
代
と

な
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

本
市
の
都
市
基
盤
の
骨
格
を
な
す
幹
線
道

路
の
整
備
事
業
に
つ
い
て
は
、
市
道
安
上
中

島
線
（
１
，
７
７
１
ｍ
）
の
う
ち
、
安
上
か

ら
湯
窪
ま
で
の
区
間
（
６
９
０
ｍ
）
が
本
年

3
月
末
に
供
用
開
始
の
予
定
と
な
っ
て
お

り
、
残
り
区
間
の
（
通
称
）
農
免
道
路
か
ら

国
道
24
号
ま
で
を
区
間
と
す
る
市
道
湯
窪
中

島
線
に
つ
い
て
は
、
県
道
小
豆
島
岩
出
線
か

ら
北
側
の
用
地
買
収
を
進
め
、
早
期
完
成
を

目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
安
全
安
心

な
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
事
業
と
し
て
、
小
・

中
学
校
の
環
境
整
備
を
実
施
し
て
お
り
、
昨

年
11
月
末
に
岩
出
中
学
校
の
管
理
棟
地
震
補

強
工
事
が
完
了
し
て
お
り
、
教
育
施
設
の
地

震
補
強
工
事
に
つ
い
て
は
で
き
る
だ
け
早
期

の
完
了
を
目
指
し
、
同
時
に
国
に
対
し
て
補

助
金
の
要
望
を
積
極
的
に
働
き
か
け
て
き
た

結
果
、
小
学
校
に
つ
い
て
は
平
成
20
年
度
、

中
学
校
に
つ
い
て
は
平
成
21
年
度
で
す
べ
て

の
工
事
を
完
了
い
た
し
ま
す
。
ま
た
、
青
少

年
の
健
全
育
成
事
業
で
は
、
岩
出
市
青
少
年

育
成
市
民
会
議
の
皆
様
が
中
心
と
な
っ
て
、

「
あ
い
さ
つ
運
動
」「
こ
ど
も
安
全
パ
ト
ロ
ー

ル
隊
」「
子
ど
も
を
守
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」等
、

子
ど
も
を
守
る
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
。
昨
年
は
岩
出
警
察
署
、
地

元
区
・
自
治
会
、
各
種
団
体
や
学
校
の
ご
協

力
を
い
た
だ
き
、
Ｊ
Ｒ
岩
出
駅
前
周
辺
環
境

浄
化
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
が
結
成
さ
れ
、
岩
出
駅

前
周
辺
の
環
境
パ
ト
ロ
ー
ル
に
取
り
組
ん
で

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　
「
子
ど
も
た
ち
は
、
岩
出
市
の
将
来
を
託

す
宝
で
す
。」

　

市
と
し
て
は
、
青
少
年
育
成
市
民
会
議
の

活
動
を
支
援
す
る
と
と
も
に
、
家
庭
・
学
校
・

地
域
の
連
携
の
も
と
、
子
ど
も
た
ち
の
健
全

育
成
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
本
年
は
岩
出
市
の
新
た
な
イ
メ
ー

ジ
ア
ッ
プ
を
図
る
た
め
、
市
の
イ
メ
ー
ジ

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
策
定
い
た
し
ま
す
。

　
「
岩
出
市
を
内
外
に
ど
う
Ｐ
Ｒ
し
て
い
く

か
。」

　

岩
出
市
は
、
ご
承
知
の
と
お
り
、
人
口
の

初
春
の
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

　

岩

出

市

長　

中

芝

正

幸
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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。

　

皆
さ
ま
に
は
希
望
に
満
ち
た
新
春
を
お
健

や
か
に
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ

ま
す
。
ま
た
、
日
ご
ろ
か
ら
議
会
活
動
に
ご

理
解
、
ご
支
援
を
賜
り
心
か
ら
深
く
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
国
内
経
済
で
は
、
地
域
間
に
よ
っ

て
景
況
感
が
大
き
く
異
な
る
な
ど
、
都
市
と

地
方
と
の
間
で
の
格
差
が
拡
大
し
て
い
る
と

言
わ
れ
て
き
ま
し
た
。
本
市
に
お
き
ま
し
て

は
、
市
政
施
行
２
年
目
の
昨
年
も
着
実
に
発

展
へ
の
基
盤
を
固
め
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、

本
年
は
好
況
感
を
一
人
ひ
と
り
が
実
感
で
き

る
充
実
し
た
年
に
な
る
こ
と
を
期
待
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

さ
て
、
現
在
地
方
自
治
体
の
お
か
れ
て
い

る
立
場
は
、
国
の
三
位
一
体
改
革
に
よ
る
国

庫
補
助
金
や
地
方
交
付
税
の
削
減
、
税
源
移

譲
が
実
施
さ
れ
、
住
民
に
最
も
身
近
な
事
務

を
担
う
市
町
村
は
、厳
し
い
財
政
状
況
の
中
、

独
自
の
判
断
と
責
任
の
も
と
行
政
運
営
を
行

い
、
自
治
体
自
ら
の
責
任
が
大
き
く
な
っ
て

お
り
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
中
、
議
決
機
関
で

あ
り
、
チ
ェ
ッ
ク
機
関
で
あ
る
議
会
の
役
割

は
、
最
大
限
に
効
果
的
な
事
業
が
展
開
さ
れ

る
よ
う
提
言
す
る
と
と
も
に
、
地
方
分
権
に

よ
り
裁
量
が
拡
大
さ
れ
る
自
治
体
の
監
視
強

化
に
努
め
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
ご
ざ
い

ま
す
。

　

ま
た
、
本
年
は
、
公
共
下
水
道
の
一
部
供

用
開
始
が
予
定
さ
れ
て
い
る
な
ど
、
都
市
基

盤
の
整
備
が
進
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
他
に

も
少
子
高
齢
化
に
対
応
し
た
保
健
福
祉
の
充

実
、
計
画
的
・
断
続
的
な
教
育
文
化
の
振
興
、

環
境
・
安
全
に
配
慮
し
た
地
域
振
興
な
ど
、

今
後
と
も
、
皆
様
の
参
画
の
も
と
、
住
ん
で

良
か
っ
た
、
こ
れ
か
ら
も
住
み
続
け
た
い
と

す
べ
て
の
人
た
ち
が
自
身
と
誇
り
の
持
て
る

ま
ち
づ
く
り
に
努
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。

　

市
議
会
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
市
民
が
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
の
実
現
の
た

め
に
、
市
民
に
開
か
れ
た
議
会
、
公
正
・
公

平
な
議
会
運
営
を
念
頭
に
市
民
の
皆
様
か
ら

寄
せ
ら
れ
た
声
を
市
政
に
反
映
す
る
た
め
、

地
域
住
民
の
代
表
と
し
て
、
そ
の
責
務
と
役

割
の
重
大
さ
を
深
く
自
覚
し
、
誠
心
誠
意
努

力
し
て
い
く
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

新
し
い
年
が
皆
さ
ま
に
と
り
ま
し
て
ご
健

康
で
幸
多
い
年
と
な
り
ま
す
よ
う
、
心
か
ら

祈
念
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
本
年
も
一
層

の
ご
支
援
、
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
年

頭
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

増
加
に
伴
い
都
市
化
が
進
む
一
方
で
、
根
来

寺
や
紀
の
川
に
代
表
さ
れ
る
歴
史
文
化
と
豊

か
な
自
然
を
有
し
て
お
り
、
言
い
換
え
れ
ば

多
彩
な
も
の
が
交
じ
り
合
う
ま
ち
「
複
合
都

市
」
と
い
え
ま
す
。

　

本
市
に
と
っ
て
「
住
民
の
ふ
る
さ
と
意
識

の
向
上
」「
ま
ち
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の

確
立
」
は
、長
年
の
課
題
で
も
あ
り
ま
し
た
。

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
一
目
見
て
、
岩
出
市
を
イ

メ
ー
ジ
で
き
る
も
の
が
あ
れ
ば
、
市
民
の
皆

様
は
も
と
よ
り
、
岩
出
市
を
訪
れ
る
観
光
客

の
方
に
も
大
変
わ
か
り
や
す
く
な
り
ま
す
。

　

行
政
だ
け
で
な
く
、
商
工
・
観
光
も
含
め

て
、〝
市
民
が
自
慢
で
き
る
宝
物
〞
と
し
て

定
着
し
、
大
切
に
し
て
い
た
だ
け
た
ら
、
こ

ん
な
う
れ
し
い
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

ど
ん
な
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が
で
き
る
の
か
。

私
も
楽
し
み
に
し
て
お
り
ま
す
。

　

最
後
に
、
県
事
業
で
す
が
、
本
市
の
生
命

線
と
も
い
う
べ
き
府
県
道
泉
佐
野
岩
出
線

は
、
本
年
3
月
末
に
府
県
境
か
ら
根
来
地
内

の
広
域
農
道
交
差
点
ま
で
の
間
、
2
車
線
で

の
暫
定
供
用
が
開
始
さ
れ
る
予
定
で
あ
り
ま

す
。
ま
た
、公
共
下
水
道
事
業
に
つ
い
て
は
、

平
成
21
年
度
の
一
部
供
用
開
始
を
目
指
し
、

県
市
と
も
に
着
実
に
工
事
を
進
め
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
市
民
の
皆
様

方
に
絶
大
な
ご
支
援
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま

し
た
一
条
閣
の
修
復
保
存
事
業
に
つ
い
て

は
、
移
転
場
所
決
定
に
つ
い
て
も
最
終
段
階

に
入
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
市
と
い
た
し
ま

し
て
も
、
一
日
も
早
い
完
成
を
目
指
し
て
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

色
々
と
申
し
上
げ
ま
し
た
が
、
岩
出
市
は

誕
生
し
た
ば
か
り
の
若
い
市
で
ご
ざ
い
ま

す
。

和
歌
山
県
の
玄
関
都
市
（
ゲ
ー
ト
タ
ウ
ン
）

と
い
う
立
地
条
件
を
活
か
し
、
第
1
次
岩
出

市
長
期
総
合
計
画
に
掲
げ
る
諸
施
策
を
着
実

に
実
行
に
移
し
な
が
ら
、〝
健
康
で
明
る
い
、

安
全
安
心
な
ま
ち
、
市
に
ふ
さ
わ
し
い
ま
ち

づ
く
り
〞
を
目
指
し
、
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
本
年
も
変
わ
ら
ぬ
ご

理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

　

結
び
に
、
市
民
皆
様
方
の
益
々
の
ご
健
康

ご
多
幸
を
心
か
ら
祈
念
申
し
上
げ
ま
し
て
、

新
年
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

　

岩
出
市
議
会
議
長　

山

下

久
美
子
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税務税務課課からから
ののお知らせお知らせ
【お問い合わせ先】
岩出市役所　総務部税務課…TEL.62-2141 ㈹
納税係…………………………内線 151 ～ 153
固定資産税係…………………内線 145 ～ 147
市民税係………………………内線 141 ～ 144

納税は便利で確実な口座振替制度を
ご利用ください。

口座振替のお問い合わせは、税務課納税係まで。

　固定資産税の対象となる家屋は、毎年１月１日現在にある
家屋であり、原則として所有している人に課税されます。
　年の途中に家屋を取り壊した場合は、翌年度から課税の対
象となりませんので、『建物滅失届』を提出していただきます
よう、お知らせいたします。
　詳しくは、税務課固定資産税係までお問い合わせください。

『建物滅失届』のお知らせ市・県民税納期
平成19年度 市･県民税

第４期分の納期限は、

1月31日です｡
期日に遅れないように

お納めください。

　

ト
ラ
ク
タ
ー
、
乗
用
機
構
付
コ

ン
バ
イ
ン
、
運
搬
車
両
等
の
農
耕

作
業
用
自
動
車
は
、
バ
イ
ク
、
軽

乗
用
車
と
同
じ
く
、
小
型
特
殊
自

動
車
の
農
耕
作
業
用（
年
税
額
１
，

５
０
０
円
）
と
し
て
軽
自
動
車
税

の
課
税
対
象
に
な
っ
て
お
り
、
ナ

ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
の
交
付
を
受
け

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

新
た
に
購
入
さ
れ
た
場
合
や
、

ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
の
交
付
を
受

け
て
い
な
い
農
耕
作
業
用
自
動
車

を
所
有
さ
れ
て
い
る
場
合
、
下
記

の
書
類
等
を
持
参
の
上
、
税
務
課

に
て
登
録
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

○
認
印

○
型
式
・
排
気
量
等
が
わ
か
る
も

の
（
販
売
証
明
書
・
カ
タ
ロ
グ

等
）

○
車
台
番
号
の
石
刷
り
（
車
台
番

号
に
紙
を
あ
て
、
鉛
筆
等
で
こ

す
っ
て
転
写
し
た
も
の
）

※
代
理
人
の
場
合
は
委
任
状
が
必

要
で
す
。

トラクター、コンバイン等
の登録について

耐震無料相談を実施します
地震からあなたの生命と家族・財産を守るために!
近い将来、非常に高い確立で発生することが予測されている
「東南海・南海地震」。木造住宅の倒壊を防止し、市民の生命
と財産を守るため、昭和56年5月31日以前に建築された、い
わゆる旧基準木造住宅の耐震診断と耐震改修を促進することを
目的に耐震無料相談を実施しています。
この機会に、是非一度ご相談にお越しください。

　きのくに木造住宅耐震化促進事業における耐震診断の説
明及び耐震改修の相談。
　既に耐震診断を受けられている方は、「耐震診断報告
書」をご持参ください。
　また、これから耐震診断を希望される方は、家屋建築時
の図面等をご持参いただければ詳細なご説明が可能です。

平成20年 1月19日㈯
午前10時00分から午後4時00分まで

岩出地区公民館
上岩出地区公民館
総合保健福祉センター（iiセンター）３階B会議室

各会場にて同日開催いたしますので、最寄の会場にお越しください。

と　き

ところ

内　容

【無料相談】
各会場では経験豊かな建築士が相談に応じますので

お気軽に起こしください。

【　主　　　催　】
社団法人  和歌山県建築士会那賀支部

【お問い合わせ先】
和歌山県建築士会 那賀支部耐震委員会  委員長

大前一級建築設計事務所　大前高志
電話：0736-62-7106
岩出市役所  都市計画課

電話：0736-61-6983（直通）
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１　年金受給者、給与所得者の方の確定申告
○日　時　平成 20 年 2 月 12 日㈫、13 日㈬、14 日㈭
　　　　　午前 10 時～午後 3 時 30 分

※ 12 時から 1 時の間、申告アドバイスは行っ
ていません。

○場　所　岩出市役所 3 階第 6 会議室（岩出市西野 209）
○対象者　①　公的年金等の受給者で、所得税の確定申告

が必要な方又は、確定申告により所得税の還
付が受けられる方。

②　サラリーマン（給与所得者）の方で、平成
19 年分の確定申告において住宅借入金等特
別控除を受けられる方。

③　サラリーマン（給与所得者）の方で、医療
費控除や中途退職等、所得税の還付を受けら
れる方。

　なお、事業所得や不動産所得などの所得があ
る方は除きます。

＊　申告の際、所定の要件や書類が必要ですの
で、詳しくは税務署個人課税部門へお問い合
わせください。

２　国税電子申告・納税システムについて
　自宅や事務所に居ながらにして申告や納税ができる

「e-Tax（国税電子申告・納税システム）」がご利用いた
だけます。手続ごとのご利用方法など詳細については、
e-Tax ホームページ（http://www.e-tax.nta.go.jp) でご確認
ください。

３　パソコンで申告書が作成できます
　確定申告の期間中、申告会場は大変混雑します。国税庁
ではホームページを開設し、確定申告書がご自分で作成で
きる「確定申告書等作成コーナー」を掲載しています。
　ご自分で作成された申告書は郵送等でも提出できますの
で、ぜひご利用ください。国税庁のホームページアドレス
は「http://www.nta.go.jp」です。

確 定 申 告 説 明 会 の ご 案 内
開催日時 会　　場 各会場

【午前の部】年金受給者の方を対象にし
た申告書作成のための説明

【午後の部】事業所得者、農業所得者の
方を対象にした申告書作成のための説明

1 月 24 日㈭
午前の部　10：00 ～ 12：00
午後の部　13：30 ～ 15：30

かつらぎ総合文化会館
1階ＡＶホール

（かつらぎ町丁ノ町 2454）

1 月 25 日㈮
午前の部　10：00 ～ 12：00
午後の部　13：30 ～ 15：30

岩出市立市民総合体育館
2階小ホール

（岩出市荊本 63-2）
○　税務署から送付された確定申告書をお持ちの方は、ご持参ください。
○　上記の各会場では、確定申告書の提出はできませんので、ご留意ください。

所得税確定申告会場のご案内

粉河税務署からのお知らせ粉河税務署からのお知らせ
【問い合わせ先】粉河税務署　〒 649-6592　和歌山県紀の川市粉河 807
　　　　　　　　　個人課税部門　℡ 0736-73-4204
　　　　　　　　　資産課税部門　℡ 0736-73-3302

供託金の納付は、
電子納付が便利です。

　郵送により供託の申請をされる場合の供託金の納付は、金融機関に
あるペイジー対応 ATMを利用した電子納付が大変便利です。ATM の
操作は簡単で、手数料は一切かかりません。また、電子納付はインター
ネットバンキングやモバイルバンキングを利用することもできます。
詳しくは【和歌山地方法務局供託課　℡073-422-5143】
　供託手続は、インターネットを利用したオンライン申請が可能です。
詳しくは法務省オンライン申請システムのホームページ
【http://shinsei.moj.go.jp/】をご覧ください。
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まちのホットな情報を届けます

岩出・紀の川
暴力団追放市民大会
の開催について

●●●●●●●●●●●●●●●●●

◎開催日時
　平成20年1月27日㈰
　午前10時～午後0時まで
◎開催場所
　岩出市総合保健福祉センター
　（あいあいセンター）三階多目的ホール
　岩出市金池九二番地
◎内　容
　●第一部
　　暴力団追放市民大会
　●第二部
　　講演　上赤坂  好一氏
　●こども和太鼓集団
　　和響　演奏
　●和歌山県警察音楽隊
　　演奏
入場　無料

平成20年 那賀消防
組合消防出初式

●●●●●●●●●●●●●●●●●
　那賀消防組合では、平成 20年の
出初式を次のとおり行いますので、
皆様お誘い合わせの上、ご見学をお
願いします。
　なお、ご来場された方々に簡単な
アンケートをお願いしお答えいただ
いた先着 300 名様に記念品を進呈
します。
１）実施日時
　平成20年１月 13日㈰
　13時～ 15時頃まで
　雨天の場合は20日㈰に延期
　（態度決定　午前８時）
２）場　所
　紀の川市桃山町段　桃山グランド
３）内　容
•防火管理協議会による消防操法訓練
•幼年消防クラブ員による防火演技
•消防職員による救出救助訓練・放
水訓練等
４）展示・体験コーナー
⑴展示コーナー
　12時～ 16時頃まで
　防災グッズ等を展示
　「防災なんでも相談コーナー」
⑵体験コーナー
　15時頃～ 16時頃まで
　ア　救急コーナーの設置
　　　（AEDの取り扱い）
　イ　地震体験車による地震体験
　ウ　煙体験ハウスによる煙体験
　エ　はしご車の乗車体験
　オ　消火器体験コーナー
◎お問い合わせ先
　那賀消防組合
　☎0736-61-0119

おめでとう ! 新成人
成人式の開催について

●●●●●●●●●●●●●●●●●
　岩出市では、平成20年成人式を
次のとおり挙行いたしますので、新し
く成人になられた方は、是非ご出席
下さい。
　本市出身者で、現在、市外に在住
されている方もご参加できます。
　なお、当日は華美な服装はご遠慮
下さい。
　また、ご両親や祖父母の皆様も、
お誘い合わせの上、是非ご参加下さい。
◎対象者
昭和 62年４月２日から昭和 63年
４月１日までに生まれた方
◎開催日時
　平成20年１月 14日㈷
　午前９時から受付
　午前９時30分開式
◎内　容
　第一部　式典
　第二部　記念イベント（漫才＆トーク）
　　　　　矢野・兵動　笑い飯
　第三部　記念撮影
◎開催場所
　岩出市立市民総合体育館
◎お問い合わせ先
　岩出市教育委員会 教育部生涯学習課
　電話　62-2141（内線 294）

入
札
（
見
積
）
参
加
資
格

審
査
申
請
の
お
知
ら
せ

　

岩
出
市
に
お
け
る
入
札
（
見
積
）

参
加
資
格
登
録
有
効
期
限
（
平
成
20

年
3
月
31
日
）
が
近
づ
い
て
ま
い
り

ま
し
た
。

　

つ
き
ま
し
て
は
、
引
き
続
き
登
録

を
希
望
さ
れ
る
方
、
ま
た
は
今
回
か

ら
新
た
に
登
録
さ
れ
る
方
に
つ
い
て
、

申
請
書
を
受
け
付
け
ま
す
。

○
受
付
期
間

　

①
物
品
関
係

　
　

2
月
1
日
か
ら
2
月
29
日

　

②
工
事
・
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

　
　

2
月
1
日
か
ら
3
月
31
日

○
受
付
場
所

和
歌
山
県
岩
出
市
西
野
２
０
９
番
地

岩
出
市
役
所
総
務
部
総
務
課
管
財
係

○
問
い
合
わ
せ
先

　

電
話
０
７
３
６

62

２
１
４
１

　
　
　
　
（
内
線
）
１
２
７・
１
３
２
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平成19年度
障害福祉講演会の開催

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

　働き盛りの50歳代前半で発症した若年性ア
ルツハイマー型認知症を抱えながら、全国各地
で講演会活動に取り組んでいる太田正博さんと
その主治医の菅崎弘之さんによる講演会を開催
します。多くの方の参加をお待ちしています。
参加費は無料です。
◎開催日時
　平成20年１月19日㈯12：50～15：00
◎開催場所
　紀の川市役所　南別館　ホール田園
◎内　　容
　講演会「認知症と明るく生きる」
　　講師　太田　正博　さん（当事者）
　　　　　菅崎　弘之　さん（精神科医）
◎主　　催
　那賀振興局
◎問合せ先
　健康福祉部保健福祉課（TEL0736-61-0047）
◎その他
車いす使用者用駐車場
や席を利用される方は、
事前に問合せ先まで連
絡をお願いします。

第４回岩出市男女共同参画推進講座
「セカンドライフを　どう過ごす？

～わたし流の楽しみ方～」
● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

　「今日で退職。さて、明日から何をしよう？」・・・退職を控えた方、
特に男性の方は、一度は悩むそうです。あなたならどう過ごしますか？
せっかくの人生、男性も女性も楽しく過ごしたいと思いませんか？
　男女共同参画の必然性を自分のこととして受け止めながら、セカンド
ライフを満喫している、元校長先生のお話を聞いてみませんか？
特に退職を控えた方、必見です！
◎日　　時　平成20年２月２日㈯
　　　　　　午前10時から（終了予定：午前11時30分）
　　　　　　（受付：午前９時40分から）
◎場　　所　岩出市総合保健福祉センター
　　　　　　（岩出市金池92）3階　視聴覚室
◎参加対象者　20歳以上の岩出市民
◎定　　員　30名程度
◎講　　師　元岩出中学校校長　中

なかやま

山皖
きよいち

市氏
◎一時保育　満1歳から就学前までのお子さんの一時保育
　　　　　　【事前申込１月25日㈮まで】あります。
◎申込方法　①氏名・年齢②住所③電話番号④一時保育の有無を、電話、

ＦＡＸ、e-mailのいずれかでお知らせください。
　　　　　　【１月25日㈮締切】
【お問い合わせ申込先】
　岩出市役所　市長公室　男女共同参画担当係
　ＴＥＬ：62-2141（内線113）ＦＡＸ：63-5229
　e-mail:koushitsu@city.iwade.lg.jp

都市計画案の縦覧について
　下記のとおり都市計画案の縦覧を行いますので、お知らせ
します。
　また、縦覧期間中は意見書を提出することができます。
都市計画の種類
（１）岩出都市計画道路（３・３・２号押川船戸線）の変更
（２）岩出都市計画、打田都市計画、粉河都市計画、那賀都市
計画、桃山都市計画及び貴志川都市計画下水道（紀の川中
流流域下水道）の変更

（３）岩出都市計画公園（３・３・１号さぎのせ公園）の変更

縦覧期間
　平成20年１月７日から平成20年１月 21日まで
　　　　　　　　　　　　　　　　　（土日・祝除く）
縦覧場所
　岩出市役所　事業部都市計画課
※（１）（２）については和歌山県県土整備部都市住宅局都市
政策課でも縦覧できます。

NEWS IWADE
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生生活活環環境境
ののペペーージジ

みんなでつくろう！ごみのない街・きれいな街・美しいふるさとづくり

問い合わせ　生 活 環 境 課　62-2141
　　　　　　クリーンセンター　62-0814

「
ス
ト
ッ
プ
THE
地
球
環
境

in
紀
北
〜
今
日
か
ら
使
え

る
く
ら
し
の
知
恵
〜
」
開

催
の
お
知
ら
せ
！

　

地
球
温
暖
化
の
現
状
・
対
策
を

地
域
住
民
に
お
知
ら
せ
し
、
と
く

に
省
エ
ネ
家
電
の
効
能
、
家
電
の

エ
コ
な
使
い
方
な
ど
暮
ら
し
の
知

恵
を
普
及
す
る
こ
と
に
よ
り
、
Co2

削
減
を
目
指
す
こ
と
を
目
的
と
し

開
催
し
ま
す
。

●
日　

時

　

平
成
20
年
１
月
26
日
㈯

　

午
後
１
時
30
分
〜

　
　
　
　
　
　

午
後
４
時
30
分

●
場　

所

紀
の
川
市
打
田
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
（
紀
の
川
市
役
所
本
庁
舎
西
隣
）

●
内　

容

一
部
「
地
球
温
暖
化
問
題
と
私
た

ち
の
く
ら
し
」

　

講
演　

鈴
木
靖
文
氏

（「
ひ
の
で
や
エ
コ
ラ
イ
フ
研
究

所
」
代
表
取
締
役
）

二
部
「
今
日
か
ら
使
え
る
く
ら
し

の
知
恵
」

ミ
ニ
講
演
「
知
っ
て
得
す
る
家

電
の
お
話
」

　

ク
イ
ズ
・
質
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タ
イ
ム
な
ど

●
参
加
料　

無
料

●
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い
合
わ
せ
先

和
歌
山
県
地
域
温
暖
化
防
止
活

動
推
進
セ
ン
タ
ー

電
話　

０
７
３

４
３
２

０
２
３
４

品　名 購入価格 補助金 個人負担額

生ごみ処理容器
A

直径65㎝×高さ69㎝
4,410 円 2,205 円 2,205 円

生ごみ処理容器
B

直径33㎝×高さ43㎝
3,305 円 1,652 円 1,653 円

（※上記金額には、消費税を含みます。）

平
成
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年
度
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容
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購
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に
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い
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ら
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さ
れ
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生
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Ｂ
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宅
を
借
り
て
い
る
者
で
、
賃

貸
人
の
承
諾
が
得
ら
れ
な
い

者
。

•
店
舗
付
住
宅
等
に
つ
い
て
は
、

住
宅
部
分
の
延
べ
面
積
が
二
分

の
一
未
満
の
場
合
。

•
市
税
を
滞
納
し
て
い
る
者
。

•
公
共
下
水
道
事
業
認
可
区
域
内

に
浄
化
槽
を
設
置
す
る
者
。

＊
区
域
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
左

記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

○
そ
の
他

　

応
募
者
多
数
の
と
き
は
、
抽
選

に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
応
募
方
法
等
詳
し
く
は
、
生
活

環
境
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

　
　
　
（
内
線
１
８
５
・
１
８
６
）

　

生
活
雑
排
水
（
台
所
、
洗
濯
、

風
呂
等
の
排
水
）
に
よ
る
公
共
用

水
域
の
水
質
汚
濁
を
防
止
し
、
生

活
環
境
の
保
全
と
公
衆
衛
生
の
向

上
を
図
る
た
め
、
生
活
排
水
と
、

し
尿
を
併
せ
て
処
理
す
る
浄
化
槽

を
設
置
さ
れ
る
方
に
補
助
金
を
交

付
し
ま
す
。

○
応
募
期
間
（
追
加
募
集
）

　

平
成
20
年
１
月
７
日
㈪
か
ら

　

平
成
20
年
１
月
31
日
㈭
ま
で

○
補
助
金
額

　

５
人
槽　

三
四
二
、〇
〇
〇
円

　

６
〜
７
人
槽　

　
　
　
　
　

四
一
一
、〇
〇
〇
円

　

８
〜
50
人
槽　

　
　
　
　
　

五
一
九
、〇
〇
〇
円

○
応
募
条
件

　

平
成
19
年
４
月
１
日
か
ら
平
成

20
年
３
月
31
日
ま
で
に
設
置
さ
れ

る
方
。（
浄
化
槽
を
埋
設
す
る
と

き
は
、
機
種
及
び
人
槽
を
確
認
す

る
た
め
市
の
立
会
が
必
要
と
な
り

ま
す
。）

•
申
請
者
は
、
岩
出
市
に
住
民
登

録
を
さ
れ
て
い
る
方
又
は
浄
化

槽
設
置
後
速
や
か
に
住
民
登
録

を
さ
れ
る
方
。

但
し
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す

る
場
合
は
応
募
で
き
ま
せ
ん
。

平
成
19
年
度

浄
化
槽
設
置
整
備
事
業
に
つ
い
て
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クリーンセンターからお知らせ

生活環境のページ

１月
の不燃物と
資源ごみの
回収予定日

回収区域 不燃物（カン・ビン類） 資源ごみ

県道泉佐野岩出線東側地域 １月16日　　　
（第３水曜日）

毎週金曜日

県道泉佐野岩出線西側地域 １月９日・23日
（第２・第４水曜日）

毎週木曜日

◉市外からのごみの持込み（持出しも同様）は、法律により禁止されています。（廃掃法第 6条第 1項、第 4項、第 6条の 2第 1項）

◉市内で営業活動を行っている事業者（排出者）は、排出者の責任で廃棄物を処理しなければなりません。（廃掃法第 3条）

◉事業者自らが搬入し処理を依頼する事業系一般廃棄物については、処理手数料が必要です。（有料処理）（廃掃法および条例）

◉事業者が岩出クリーンセンターに廃棄物を搬入処理する場合は、登録が必要です。（登録申請の受付はセンターへ。）随時受付。

　岩出クリーンセンターでは、廃棄物を自己搬入する場合は、「持ち込みごみ申請書」への記入とあわせて、
「免許証等住所確認ができる証明書」による住所の確認を実施させていただいておりますので、市民の皆
様方のご理解とご協力をお願いいたします。

持込受付時の車両運行については、十分注意してください。持込車両は、鉄板の上をさけてロータリー植
え込み側（東側）黄色の線内に駐車してください。

＊現在クリーンセンターでは、新施設建設工事を行っていますので、搬入時は充分注意してください。
＊ごみの搬入時間は、月曜日から金曜日の午前 8時 30分から 12時までの午前中です。

１月４日より平常どおり、収集業務や持込ごみの受付を実施いたします。

12月31日から１月３日までは、休業期間ですので、収集および持ち込みごみの受付はありません。

＊１月２日の第一水曜日（東側地区）の不燃物と、１月 30日の第５水曜日（市内全域）の不燃物については回収はありません。

＊１月３日水曜日（西側地区）の資源ごみ回収はありません。

　

浄
化
槽
が
故
障
し
て
い
た

り
、
正
し
い
管
理
が
行
わ
れ
て

い
な
い
と
、
近
所
の
方
々
に
迷

惑
を
か
け
る
ば
か
り
で
な
く
、

河
川
や
生
活
環
境
の
汚
染
に
も

つ
な
が
り
ま
す
。
お
宅
の
浄
化

槽
は
大
丈
夫
で
し
ょ
う
か
?
定

期
的
に
保
守
点
検
、法
定
検
査
、

清
掃
を
し
て
適
正
な
管
理
に
つ

と
め
ま
し
ょ
う
。

◎
保
守
点
検
と
は

　

浄
化
槽
の
管
理
者
は
、
浄
化

槽
の
機
能
が
正
し
く
働
き
、
放

流
水
が
基
準
内
で
流
さ
れ
る
よ

う
、
定
期
的
に
保
守
点
検
を
行

う
こ
と
が
法
律
で
義
務
づ
け
ら

れ
て
い
ま
す
。
保
守
点
検
は
専

門
の
登
録
業
者
に
委
託
し
ま

し
ょ
う
。  

◎
法
定
検
査
と
は

　

浄
化
槽
の
管
理
者
は
、
毎
年

一
回
（
新
た
に
設
置
、
又
は
構

造
及
び
規
模
を
変
更
し
た
浄
化

槽
に
つ
い
て
は
、
使
用
開
始
後

6
か
月
経
過
し
た
日
か
ら
2
か

月
の
間
に
一
回
）
水
質
に
関
す

る
検
査
を
受
け
る
こ
と
が
法
律

で
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
検
査
の
申
込
み
は
、

和
歌
山
県
水
質
保
全
セ
ン
タ
ー

（
０
７
３
―
４
３
２
―

６
４
３
３
）に
申
し
込
ん
で
下

さ
い
。

◎
清
掃
と
は
、

　

浄
化
槽
を
一
定
期
間
使
用
し

て
い
る
と
、
汚
泥
・

※

ス
カ
ム
が

た
ま
り
、
放
っ
て
お
く
と
浄
化

す
る
能
力
が
低
下
し
、
水
域
が

汚
濁
さ
れ
て
、
他
人
に
迷
惑
を

か
け
ま
す
の
で
、
清
掃
を
す
る

こ
と
が
法
律
で
義
務
づ
け
ら
れ

て
い
ま
す
。
浄
化
槽
の
清
掃
は
、

毎
年
一
回
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
の
で
、
市
許
可
業
者
に
お

い
て
実
施
し
ま
し
ょ
う
。

※
ス
カ
ム
（
浮
上
し
て
い
る
汚
泥
）

浄
化
槽
を
使
用
さ
れ
て
い
る

ご
家
庭
の
方
へ
!!
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保保健健推推進進
だだよよりり

総合保健福祉センター

保健推進課

TEL 61-2400

月 日 曜 歯科医師名 住所（診療所） TEL（診）

1　

月

1 火 滝 川 歯 科 岩出市森 273 63-0655
1 火 山 中 歯 科 医 院 紀の川市貴志川町神戸 784 64-2379
2 水 井 関 歯 科 医 院 岩出市清水 326-4 62-2223
2 水 加 山 歯 科 紀の川市西大井 93-2 77-5655
3 木 山 本 歯 科 紀の川市粉河 417 73-6369
3 木 矢田歯科クリニック 紀の川市貴志川町上野山 352 64-6608
6 日 はたなか歯科クリニック 岩出市清水 354-1 69-5511
13 日 岡 本 歯 科 医 院 紀の川市名手市場 125 75-2047
14 月 お ち 歯 科 医 院 岩出市中島 601-4 61-7322
20 日 松 本 歯 科 医 院 紀の川市桃山町調月 161 66-0206
27 日 山 中 歯 科 医 院 岩出市清水 363-1 62-2503

診療時間は、午前10時から12時までと午後1時から4時までです。

日曜・祝日の休日歯科診療のお知らせ日曜・祝日の休日歯科診療のお知らせ

休
日
歯
科
急
患
当
番
表

休
日
歯
科
急
患
当
番
表

那
賀
歯
科
医
師
会

※受診の際は、電話等で確認のうえご来院ください。
※当番医が急に変更になる場合がありますので、電話が通じないときは消防署（61-1791・61-0119）にお問い合わせください。

平
成
20
年
度
か
ら
の
各
種

成
人
健
診
申
し
込
み
に
つ

い
て
の
お
知
ら
せ

　

毎
年
１
月
号
の「
広
報
い
わ
で
」

と
い
っ
し
ょ
に
ご
家
庭
に
お
届
け

し
て
お
り
ま
し
た
各
種
成
人
健
診

の
申
し
込
み
書
は
、
平
成
20
年
度

の
医
療
制
度
改
革
に
よ
り
同
封
し

て
お
り
ま
せ
ん
の
で
、
ご
了
承
く

だ
さ
い
。

　

な
お
、
制
度
改
正
の
内
容
や
各

種
成
人
健
診
の
申
し
込
み
方
法
及

び
受
診
方
法
に
つ
い
て
の
詳
細

は
、次
回
２
月
号
以
降
の
広
報
と
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
お
知
ら
せ
し

て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
ご
覧
く
だ

さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
に
ご
用
心
！

　

冬
に
よ
く
流
行
す
る
感
染
症
に

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
が
あ
り
ま
す
。
大

変
流
行
し
や
す
い
感
染
症
で
す
。

特
に
抵
抗
力
の
弱
い
小
さ
い
子
ど

も
や
お
年
寄
り
な
ど
は
注
意
が
必

要
で
す
。
し
っ
か
り
と
予
防
し
、

こ
の
冬
を
元
気
に
乗
り
切
り
ま

し
ょ
う
。

〈
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
〉

　

吐
き
気
・
嘔
吐
、
発
熱
、
腹
痛
・

下
痢
な
ど
が
主
な
症
状
で
す
。
感

染
者
の
嘔
吐
物
や
便
を
介
し
て
人

か
ら
人
へ
感
染
し
た
り
、
食
べ
物

を
介
し
て
感
染
し
ま
す
。
わ
ず
か

な
ウ
イ
ル
ス
で
も
感
染
す
る
の

で
、集
団
感
染
も
起
こ
り
や
す
く
、

注
意
が
必
要
で
す
。

　

予
防
の
ポ
イ
ン
ト
は
、

①
食
品
は
で
き
る
だ
け
な
ま
物
を

避
け
、
85
度
で
１
分
以
上
加
熱

す
る
。

②
調
理
前
後
、
ト
イ
レ
や
お
む
つ

交
換
の
後
は
必
ず
石
け
ん
で
手

を
洗
う
。

③
調
理
器
具
は
、
時
々
塩
素
系
漂

白
剤
で
殺
菌
す
る
。

④
嘔
吐
物
・
便
を
処
理
す
る
と
き

は
、
ウ
イ
ル
ス
の
飛
散
を
防
ぐ

た
め
に
、
使
い
捨
て
マ
ス
ク
と

手
袋
を
着
用
し
、
ペ
ー
パ
ー
タ

オ
ル
で
拭
き
取
る
。
拭
き
取
っ

た
後
は
、
塩
素
系
漂
白
剤
を
60

倍
に
薄
め
た
も
の
で
床
を
拭
く
。

　

以
上
の
こ
と
に
注
意
し
て
ノ
ロ

ウ
イ
ル
ス
を
し
っ
か
り
予
防
し
ま

し
ょ
う
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
感
染

症
が
疑
わ
し
い
と
き
は
、
素
人
判

断
せ
ず
、
す
ぐ
に
医
療
機
関
で
受

診
し
ま
し
ょ
う
。

那賀休日急患診療所の
夜間診療時間の変更のお知らせ

那賀休日急患診療所 紀の川市東大井 350　☎ 77-6410

平成19年４月から診療時間が下記のとおりとなっ
ています。
(日曜祝日・年末年始）
　昼間　９時～17時(受付終了16時30分）
　夜間　20時～22時(受付終了22時）
(土曜日）
　夜間　20時～22時(受付終了22時）



平成20年１月 平成20年２月 両月とも
事業名 実施日 内容 実施日 内容 受付時間 場所

乳
幼
児
健
康
診
査

4か月児
21日㈪

H19 年 9 月生まれ
18日㈪

H19 年 10 月生まれ 13:00 ～ 13:15

総

合

保

健

福

祉

セ

ン

タ

ー

22日㈫ 19日㈫

7か月児
15日㈫

H19 年 6 月生まれ
12日㈫

H19 年 7 月生まれ 13:00 ～ 13:15
16日㈬ 13日㈬

1歳8か月児
8日㈫

H18 年 5 月生まれ
5日㈫

H18 年 6 月生まれ 13:00 ～ 13:15
9日㈬ 6日㈬

3歳6か月児
11日㈮

H16 年 6 月生まれ
8日㈮

H16 年 7 月生まれ 13:00 ～ 13:30
18日㈮ 15日㈮

乳
幼
児
健
康
相
談

10か月児
8日㈫

H19 年 2 月生まれ
5日㈫

H19 年 3 月生まれ 9:00 ～ 9:30
9日㈬ 6日㈬

2歳6か月児
11日㈮

H17 年 6 月生まれ
8日㈮

H17 年 7 月生まれ 9:00 ～ 9:30
18日㈮ 15日㈮

パパママ教室
（妊婦教室）

28日㈪

沐浴実習
妊娠疑似体験
産後うつについて
子どもの心を育てるために

14日㈭
歯の健康について
妊娠中の栄養について
絵本の読み聞かせについて

13:15 ～ 13:30

栄
養
教
室

離乳食 17日㈭ 離乳食 21日㈭ 離乳食 13:45 ～ 14:00

健
康
相
談

一般健康相談 毎週月曜日
健康や育児等につい
て相談

毎週月曜日
健康や育児等につい
て相談

9:30 ～ 11:30

フリー開放
（機能訓練室）

7日㈪
25日㈮

機能訓練室のフリー
開放

4日㈪
22日㈮

機能訓練室のフリー
開放

13:00 ～ 16:00

献　　　血

2日㈬
ミレニアシティ
オークワ

9日㈯
ミレニアシティ
オークワ 10:00 ～ 12:00

13:00 ～ 16:00

成分及び一般献血（16
～ 69歳）
65 歳以上の方は 60
～ 64 歳の時に 1 回
でも経験のある方

12日㈯
ミレニアシティ
オークワ

26日㈫ 市役所

22日㈫ エバグリーン

保健事業予定表保健事業予定表
（平成20年1月、平成20年2月）

保健推進だより

11 広報いわで　2008.1
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Information
暮暮らしのらしの

情 報情 報

　　　　　　　　岩出市役所…………………62-2141 ㈹
　　　　　　　　

（岩出市教育委員会）

　　　　　　　総合保健福祉センター……61-2400
　　　　　　地域子育て支援センター…62-3362（F兼）
　　　　　クリーンセンター…………62-0814
　　　　市民総合体育館……………62-0370
　　　民俗資料館…………………63-1499
　　岩出図書館…………………62-7222
　岩出警察署…………………63-0110
那賀消防組合………………61-0119

問い合わせ先

2
月
28
日
㈭

2
月
26
日
㈫

2
月
21
日
㈭

2
月
19
日
㈫

2
月
14
日
㈭

2
月
12
日
㈫

2
月
の
開
放
日

岩
出
第
二
保
育
所

岩

出

保

育

所

上
岩
出
保
育
所

根

来

保

育

所

山
崎
北
保
育
所

山

崎

保

育

所

保
育
所
名

63
―
０
２
６
９

62
―
２
４
０
２

62
―
２
８
１
４

62
―
２
７
０
１

62
―
０
７
３
２

62
―
２
８
４
４

電
話
番
号

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

申
し
込
み
は
、
実
施
日
の
２
週
間

前
か
ら
１
週
間
前
ま
で
の
期
間
と
し

ま
す
。（
申
し
込
み
の
際
、
印
鑑
と
お

や
つ
代
100
円
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。）

　

な
お
、
保
育
所
の
行
事
な
ど
で

実
施
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す

の
で
、
詳
し
く
は
各
保
育
所
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
で

は
、
近
所
に
友
達
が
い
な
い
、
ま

た
子
育
て
に
自
信
が
な
い
等
悩
み

を
も
つ
保
護
者
に
対
す
る
支
援
と

し
て
、
就
学
前
の
在
宅
幼
児
を
対

象
に
市
立
各
保
育
所
に
お
い
て
、

毎
年
5
月
か
ら
3
月
ま
で
の
月
1

回
、
午
前
10
時
か
ら
午
前
11
時
30

分
ま
で
親
子
の
ふ
れ
あ
い
遊
び
等

福　

祉

保
育
所
に
遊
び
に
来
ま
せ
ん
か
！

　

市
文
化
協
会
で
は
、
日
頃
の
ク
ラ
ブ
活
動
の
成
果
を
発
表
す
る
機
会
と
し
て
作

品
展
示
を
定
期
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
月
は
、「
陶
芸
ク
ラ
ブ
」
の
み
な
さ
ん
に
よ
る
展
示
で
す
。

　

多
く
の
皆
様
の
ご
来
館
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

「
陶
芸
ク
ラ
ブ
」

　

期
間　

１
月
18
日
㈮
か
ら
１
月
27
日
㈰
ま
で
（
午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で
）

　

場
所　

岩
出
市
民
俗
資
料
館　

２
階　

会
議
室

※

民
俗
資
料
館
の
入
場
時
間
は
、
午
後
４
時
30
分
ま
で
。

休
館
日
は
、
毎
週
火
曜
日
と
祝
日
の
翌
日
（
た
だ
し
、
そ
の
日
が
火
曜
日
、
土
曜
日
、
日
曜
日
及

び
祝
日
に
当
た
る
と
き
は
、
そ
の
翌
日
）
で
す
。

市
文
化
協
会
に
よ
る
作
品
展
示

　

保
護
者
が
労
働
等
に
よ
り
昼
間

家
庭
に
い
な
い
小
学
校
の
児
童
に

対
し
、
授
業
の
終
了
後
に
小
学
校

等
の
余
裕
教
室
を
利
用
し
て
、
適

切
な
遊
び
や
生
活
の
場
を
与
え
て

そ
の
健
全
な
育
成
を
図
る
た
め
、

学
童
保
育
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
岩
出
市
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
へ
委
託
し
て
、
学
童
保

育
所
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

　

皆
様
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

○
対
象
児
童

　

小
学
一
年
生
か
ら
三
年
生

○
休
所
日

•
日
曜
日

•
８
月
13
日
〜
16
日

•
12
月
28
日
〜
１
月
５
日

•
警
報
の
出
た
日

•
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
が
指

定
す
る
日

○
保
育
時
間

　

学
校
の
授
業
の
あ
る
日

　
　

13
時
か
ら
18
時

　

学
校
の
授
業
の
な
い
日

　
　

８
時
か
ら
18
時

○
保
育
料

　

月
額　

８
，
８
０
０
円

○
お
や
つ
代

　

月
額　

１
，
２
５
０
円

○
保
険
料

　

年
額　

２
，
１
７
２
円

【
学
童
保
育
入
所
受
付
】

　

４
月
か
ら
新
規
入
所
を
希
望
さ

れ
る
方
の
み
次
の
と
お
り
受
付
を

行
い
ま
す
。

○
日　

時

平
成
20
年
２
月
６
日
㈬
か
ら
平

成
20
年
２
月
８
日
㈮
ま
で

　

９
時
〜
16
時
ま
で

○
場　

所

　

岩
出
市
役
所
第
１
会
議
室
Ｂ

　
（
正
面
玄
関
横
）

＊
当
日
、印
鑑
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

＊
郵
送
で
も
受
付
い
た
し
ま
す
。

（
受
付
期
間
の
消
印
有
効
）

＊
入
所
希
望
者
が
多
い
学
童
保
育

所
は
、抽
選
と
な
り
ま
す
の
で
、

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

学
童
保
育
所
は
次
の
と
お
り
で
す
。

•
ホ
ー
プ
い
わ
で

•
ホ
ー
プ
や
ま
さ
き

•
ホ
ー
プ
あ
い
あ
い
セ
ン
タ
ー

•
ホ
ー
プ
ね
ご
ろ

•
ホ
ー
プ
か
み
い
わ
で

•
ホ
ー
プ
ち
ゅ
う
お
う

泫
平
成
20
年
か
ら
ホ
ー
プ
や
ま
さ

き
北
（
サ
ン
ホ
ー
ル
）
に
つ
い

て
は
、
ホ
ー
プ
あ
い
あ
い
セ
ン

タ
ー
へ
統
合
い
た
し
ま
す
。

　

入
所
方
法
等
の
詳
細
に
つ
い
て

は
、
左
記
ま
で
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

　

〒
６
４
９

６
２
９
２

　

岩
出
市
西
野
２
０
９

　

教
育
委
員
会
教
育
総
務
課

　
　
　
　
　
　
　
　

内
線
２
７
６

  

平
成
20
年
度 

学
童
保
育
所
入
所
ご
案
内



13 広報いわで　2008.1

パ
ソ
コ
ン
技
術
教
室

受
講
生
募
集

第
４
回
ワ
ー
ド
（
初
級
）
教
室

　

文
書
作
成
を
し
た
い
初
心
者
の

方
が
対
象
で
す
。

【
内
容
】

基
本
操
作
・
文
書
の
作
成
・
編

集
・
印
刷

【
テ
キ
ス
ト
代
】
８
０
０
円

【
日
程
】

３
月
７
・
14
・
21
・
28
日
㈮

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

１
講
座
４
日
間
の
受
講
に
な
り

ま
す
。

【
応
募
資
格
】
岩
出
市
民
の
方

　
　
　
　
　
　
（
学
生
不
可
）

【
定
員
】
24
名

【
場
所
】
紀
泉
台
地
区
公
民
館

◎
応
募
方
法

　

官
製
は
が
き
に
「
第
４
回

ワ
ー
ド
（
初
級
）
教
室
」
住
所
・

氏
名
年
齢
・
電
話
番
号
を
記
入

の
う
え
１
月
25
日
（
必
着
）
ま

で
に
〒
649

6292
岩
出
市
西
野

２
０
９　

岩
出
市
教
育
委
員
会

生
涯
学
習
課　

公
民
館
係
ま
で

お
申
込
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
申
込
多
数
の
場
合
、

初
め
て
の
方
優
先
で
抽
選
と
な

り
ま
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ

い
。

◎
成
人
講
座

●
映
画
鑑
賞

　
「
佐
賀
の
が
ば
い
ば
あ
ち
ゃ
ん
」

日
時
＝
１
月
19
日
㈯

　
　
　

午
後
１
時
30
分
か
ら

場
所
＝
岩
出
市
総
合
保
険
福
祉
セ

ン
タ
ー
３
階
多
目
的
ホ
ー
ル

◎
ふ
れ
あ
い
学
級

●
映
画
鑑
賞

　
「
佐
賀
の
が
ば
い
ば
あ
ち
ゃ
ん
」

▼
紀
泉
台
学
園

日
時
＝
１
月
16
日
㈬

　
　
　

午
後
１
時
30
分
か
ら

場
所
＝
紀
泉
台
地
区
公
民
館

▼
上
岩
出
学
園

日
時
＝
１
月
18
日
㈮

　
　
　

午
後
１
時
30
分
か
ら

場
所
＝
上
岩
出
地
区
公
民
館

▼
根
来
学
園

日
時
＝
１
月
21
日
㈪

　
　
　

午
後
１
時
30
分
か
ら

場
所
＝
根
来
地
区
公
民
館

▼
岩
出
学
園

日
時
＝
１
月
23
日
㈬

　
　
　

午
後
１
時
30
分
か
ら

場
所
＝
岩
出
地
区
公
民
館

▼
山
崎
学
園

日
時
＝
１
月
25
日
㈮

　
　
　

午
後
１
時
30
分
か
ら

場
所
＝
山
崎
地
区
公
民
館

耐
寒
ハ
イ
キ
ン
グ

参
加
者
募
集

　

樹
氷
が
美
し
い
銀
世
界
を
み
ん

な
で
一
緒
に
歩
き
ま
せ
ん
か
。

○
行
き
先　

金
剛
山

○
日
時

　

平
成
20
年
１
月
27
日
㈰

　

午
前
６
時
集
合

　

午
前
６
時
32
分
出
発

○
集
合
場
所

　

Ｊ
Ｒ
岩
出
駅
前

○
参
加
料　

無
料

　
（
た
だ
し
、
交
通
費
は
実
費
）

○
参
加
資
格

岩
出
市
内
在
住
ま
た
は
在
勤
の

方
。（
小
学
生
以
下
の
参
加
者

に
は
保
護
者
の
同
伴
が
必
要
）

○
定
員
数　

50
名

○
申
込
み
先

　

市
民
総
合
体
育
館

　
　

℡
62

０
３
７
０

○
申
込
み
締
切
日

　

平
成
20
年
１
月
21
日
㈪

　

午
後
５
時

（
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り

ま
す
）

○
注
意
事
項

•
参
加
中
の
け
が
等
に
つ
い
て

は
、
応
募
処
置
の
み
行
い
ま
す

が
、
そ
の
他
の
責
任
は
一
切
負

い
ま
せ
ん
。

•
参
加
者
は
、
あ
ら
か
じ
め
健
康

診
断
を
受
け
る
な
ど
、
健
康
に

は
十
分
注
意
し
、
参
加
し
て
く

だ
さ
い
。

•
当
日
、
天
候
及
び
現
場
状
況
等

を
考
慮
し
、
や
む
を
得
ず
中
止

す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

ス
キ
ー
ツ
ア
ー

参
加
者
募
集

○
主
催　

岩
出
市
ス
キ
ー
連
盟

○
日
時　

平
成
20
年
１
月
26
日
㈯

　
　
　
　
　
　
　

〜
１
月
27
日
㈰

○
出
発
時
間

　
　

平
成
20
年
１
月
25
日
㈮

　
　
　
　
　

午
後
９
時
出
発

○
集
合
場
所

　
　

岩
出
市
民
総
合
体
育
館

○
行
き
先

　
　

斑
尾
高
原
ス
キ
ー
場

○
参
加
費
用

　
　

大
人　

二
七
、
○
○
○
円

　
　

子
供　

二
二
、
○
○
○
円

（
小
学
生
以
下
は
保
護
者
同

伴
の
こ
と
）

○
募
集
人
員　

20
名

（
定
員
に
な
り
次
第
、締
切
り
ま
す
。）

○
申
込
及
び
問
合
せ
先

　
　

岩
出
市
ス
キ
ー
連
盟
事
務
局

　
　

田
邊
（
62

５
３
１
８
）

生
涯
学
習

ス
ポ
ー
ツ

暮らしの情報

岸和田市土生町2-32-6　SATYトークタウン2F
10:00～20:00　 トークタウン休日に準ずるかばん店

ランドセル専門店

期間
本日より

●クラリーノ・ランドセル（赤のみ）
　メ  23,000円（限定5本） 6,800え

ん○

●クラリーノ・ランドセル
　メ  25,000円（限定10本） 9,800え

ん○

●クラリーノ・ランドセル 天使の羽根
　メ  40,000円（限定30本） 19,800えん○

●クラリーノ・フィットちゃん
　撥水  ツヤ消ランドセル
 　メ  45,000円（限定30本） 23,800えん○

え
ん

●クラリーノ・フィットちゃん
　ニューモST（キズが付きにくい）背牛
　メ  58,000円（限定20本） 29,800○

●クラリーノ・テクラス・せみね
　天使の羽
　メ  65,000円（限定50本） 34,800えん○

那賀郡岩出町 中迫塚本147
9:00～20:00　 年中無休0736-61-2315ベル・ミレニアシティ岩出店

ベル・東岸和田トークタウン店 072-439-5061

素材は、本体クラリーノ（軽さ）
背部牛革使用（吸湿性及び強さ）！
大きさはＡ4完全収納の
ランドセルが主流です！！

本誌「広報いわで」をご持参の方へ

※ランドセル10,000円以上
　お買い上げの方に限ります。
※他のサービス券との併用はできません。

●レッスンバッグ＆シューズ入れ
●ランドセル雨カバー
●遠足用リュック割引券
●フォーマルバッグ割引券
●6年間修理保証書

上記5点セット
先着100名様に進呈

NewMachine
長方形
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相　

談

行
政
相
談
開
設
の

お
知
ら
せ

日
時　

１
月
24
日
㈭

　
　
　

午
後
１
時
〜
４
時

場
所　

岩
出
市
総
合
福
祉
セ
ン

タ
ー　

金
池
92
番
地

※
相
談
は
無
料
、
秘
密
は
厳
守
し

ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　

市
長
公
室　

市
民
ふ
れ
あ
い
係

平
成
20
年
度

小
・
中
学
校
の
補
充
教

員
の
募
集
に
つ
い
て

　

平
成
20
年
度
の
小
・
中
学
校
教

職
員
の
欠
員
・
産
休
・
育
休
等
に

伴
う
補
充
教
員
の
募
集
を
受
け
付

け
て
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
和
歌
山
県
教
育
委

員
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
に
な

る
か
、
岩
出
市
教
育
委
員
会
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ
先

　

岩
出
市
教
育
委
員
会

　

電
話
62

２
１
４
１

　
　
　
　
　
（
内
線
２
７
４
）

人
権
相
談

　

女
性
や
子
ど
も
、
高
齢
者
に
関

す
る
人
権
相
談
を
は
じ
め
、
差
別

的
取
扱
い
、
暴
行
・
虐
待
、
い
じ

め
、い
や
が
ら
せ
、プ
ラ
イ
バ
シ
ー

侵
害
、
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
権
侵

害
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

日　

時

　

１
月
８
日
㈫

　

午
後
１
時
〜
４
時

場　

所
岩
出
市
総
合
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー　

金
池
92
番
地

電
話
63

３
２
４
６
㈹

※
相
談
は
無
料
、
秘
密
は
厳
守
し

ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

生
活
福
祉
部
福
祉
課
人
権
啓
発
係

　
　

℡
62

２
１
４
１

　
　
　
　
　
　
　
（
内
線
３
２
１
）

募　

集

以
内

②
利
子
補
給
は
、
市
予
算
の
範
囲

内
で
交
付
し
、
百
円
未
満
の
額

は
切
り
捨
て

３
．
申
請
方
法
、
申
請
期
日

　

利
子
補
給
を
う
け
よ
う
と
す

る
方
は
、
岩
出
市
中
小
企
業
資

金
利
子
補
給
金
の
交
付
申
請
書

等
に
支
払
利
子
額
の
確
認
で
き

る
書
類
及
び
市
税
の
納
税
証
明

書
を
添
付
し
、
平
成
20
年
1
月

31
日
㈬
ま
で
に
岩
出
市
商
工
会

へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。但
し
、

国
民
生
活
金
融
公
庫
の
借
り
入

れ
が
あ
る
方
は
、
1
月
25
日
㈮

ま
で
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

※
な
お
詳
し
く
は
、
岩
出
市
商
工

会
（
電
話
62

７
１
１
１
）
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

庫
）、
県
中
小
企
業
融
資
制
度

及
び
商
工
貯
蓄
共
済
融
資
制
度

で
、
事
業
の
た
め
の
資
金
を
岩

出
市
商
工
会
を
通
じ
、
又
は
指

導
を
受
け
て
借
り
受
け
、
か
つ

平
成
19
年
1
月
1
日
か
ら
同
年

12
月
31
日
ま
で
に
支
払
っ
た
利

子
が
あ
り
、
期
日
ま
で
に
交
付

申
請
を
行
っ
た
方

③
市
税
（
国
民
健
康
保
険
税
を
含

む
）
を
完
納
し
て
い
る
方

２
．
利
子
補
給
の
額
等

①
平
成
19
年
1
月
1
日
か
ら
同
年

12
月
31
日
ま
で
に
支
払
っ
た
利

子
額
の
20
％
で
、
最
高
５
万
円

　

岩
出
市
で
は
、
市
内
で
商
工
業

を
営
ん
で
い
る
中
小
企
業
の
皆
さ

ま
を
対
象
に
、
利
子
補
給
を
実
施

し
ま
す
の
で
、
次
の
事
項
に
該
当

さ
れ
る
方
は
、
岩
出
市
商
工
会
ま

で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

１
．
利
子
補
給
対
象
者

①
平
成
19
年
1
月
1
日
現
在
、
岩

出
市
に
住
所
（
本
社
所
在
地
）

を
有
す
る
個
人
又
は
法
人
で
、

か
つ
引
き
続
き
１
年
以
上
事
業

を
営
ん
で
い
る
中
小
企
業
の
方

②
政
府
系
金
融
機
関
融
資
制
度

（
国
民
金
融
公
庫
、
中
小
企
業

金
融
公
庫
、
商
工
組
合
中
央
金

中
小
企
業
の
皆
様
へ

『
利
子
補
給
の
お
知
ら
せ
』

　介護保険料は、確定申告の際、社会保険料控除の対
象となります。また、介護保険のサービスの種類に
よっては、医療費控除の対象となるものもあります。
医療費控除の対象となるかどうかについては、領収書
で確認してください。
（ただし、高額介護サービス費として支給された金額
は除きます。）
○第一号被保険者（65歳以上）介護保険料普通徴収 納期
　平成19年度介護保険料第８期分の納期限は、１月
31日㈭です。
　納期限を過ぎると督促が行われます。また、滞納が
継続されると、サービス利用がいったん全額自己負担
となったり、保険給付が一時差し止めとなったりしま
す。
　今はサービスを利用していなくても、今後介護が必
要になるかもしれません。介護が必要になったときに
安心してサービスを利用できるよう、保険料を納めま
しょう。
　みなさんが納める保険料は、介護保険の大切な財産
となっています。便利で確実な口座振替制度をご利用
ください。
【問い合わせ先】保険年金課介護保険係
　　　　　　　  ☎ 62-2141（内線 189・198）

ひとくち情報
介護保険
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～岩出市生活研究グループ協議会大会

　　　　　　に出展された料理から～

今月は、「さば缶となばな入りお好み焼き」をご紹介します。

《料理のいわれ、特徴》
野菜をたくさん入れました。さばはエイコサペンタエンとEPAが含まれています。

さくらグループ

料理名 さば缶とナバナ入りお好み焼き グループ名 さくらグループ

【材料】（６枚分）
さば缶（味噌味） １個（145 ｇ）
キャベツ‥‥‥‥‥‥ 700 ｇ
山芋‥‥‥‥‥‥‥‥ 160 ｇ
ナバナ‥‥‥‥‥‥‥ 100 ｇ
人参‥‥‥‥‥‥‥‥‥50ｇ
青ネギ‥‥‥‥‥‥‥‥50ｇ
小麦粉（お好み焼き用）
‥‥‥‥‥大さじ 13（80ｇ）
卵‥‥‥‥‥‥‥‥‥ Ｌ５個
牛乳‥‥‥‥‥‥‥ 大さじ２
サラダ油（ヘルシーレセッタ） 大さじ３
　　マヨネーズ
　　（コレステロールを下げるビュアセレクトサラリア）
Ａ　お好み焼き用ソース　　かつお節
　　お好み焼き用青のり
　　紅しょうが

【作り方】
①　青ネギ、人参はみじん切り、人参とナバナはさっと湯通しし、

キャベツは２㎝×５㎜位、ナバナは１㎝位、切り、山芋は
皮を取ってすりおろす。

②　小麦粉と牛乳、卵２個をよく混ぜ、混ざったら山芋を加える。

③　②にさば缶の身をくずした物と汁も加え、①を全て入れ軟
らかさを見て、卵３個を加えて全体を混ぜる。

④　ホットプレートを 180℃に温め、１つ 250 ｇにして焼く。

⑤　両面を焼いたらＡでトッピングする。

米米やや
地域地域のの食材食材
をを使使ったった
料理料理

泉南・紀北の自然、歴史、文化を学ぶ

開催のお知らせ
～泉南海岸と紀ノ川平野のパノラマ展望を楽しもう～

　

泉
南
市
と
岩
出
市
を
通
る
主
要

地
方
道
泉
佐
野
岩
出
線
は
、
関
空

や
泉
南
と
紀
北
を
結
ぶ
重
要
な
幹

線
道
路
で
あ
り
、明
治
以
降
は「
根

来
街
道
」
と
呼
ば
れ
、
泉
州
と
紀

州
を
結
ぶ
歴
史
街
道
の
一
つ
で

す
。

　

泉
州
と
紀
州
の
境
と
な
る
和
泉

山
脈
に
は
、
昔
か
ら
の
里
道
や
峠

道
が
あ
り
、
本
ハ
イ
ク
で
は
、
紀

泉
わ
い
わ
い
村
か
ら
紀
泉
山
脈
を

横
断
し
て
岩
出
市
の
根
来
寺
に
至

る
ル
ー
ト
を
通
り
、
自
然
、
歴
史
、

文
化
、観
光
施
設
に
触
れ
な
が
ら
、

中
継
点
や
ゴ
ー
ル
で
は
豚
汁
の
ふ

る
ま
い
や
観
光
Ｐ
Ｒ
を
併
催
し
、

根
来
街
道
周
辺
の
魅
力
を
参
加
者

に
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
ま
す
。

●
開
催
日
時

平
成
20
年
２
月
24
日
㈰
午
前
８

時
30
分
か
ら
午
後
４
時
30
分
頃

　

※
小
雨
決
行
、
荒
天
中
止

●
集　

合

南
海
樽
井
駅
、JR
和
泉
砂
川
駅
、

JR
岩
出
駅
の
各
駅
に
８
時
30
分

集
合

●
コ
ー
ス

各
集
合
駅
（
バ
ス
）・
・
・
紀

泉
わ
い
わ
い
村
↓
梵
天
山
展
望

台
↓
根
来
山
げ
ん
き
の
森
↓
根

来
寺
境
内
↓
根
来
大
門
・・・（
バ

ス
）
各
集
合
駅
（
歩
行
距
離
約

10
㎞
）

●
主　

催

根
来
街
道
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ

ム
振
興
協
議
会

●
参
加
費

大
人
（
中
学
生
以
上
）
一
人

１
０
０
０
円
子
供
一
人
５
０
０

（
集
合
駅
か
ら
の
往
復
バ
ス
代

を
含
む
）

●
募
集
定
員

３
０
０
人
（
小
学
校
高
学
年
以

上
日
帰
り
登
山
の
経
験
の
あ
る

健
康
な
男
女
。
な
お
、
小
学
生

は
引
率
者
同
伴
に
限
る
。

●
募
集
期
間

平
成
20
年
２
月
１
日
㈮
か
ら
平

成
20
年
２
月
15
日
㈮
当
日
消
印

有
効
（
但
し
、
定
員
に
な
り
次

第
締
め
切
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
）

●
申
込
方
法

ハ
ガ
キ
で
次
の
事
項
を
記
載
の

う
え
申
し
込
ん
で
下
さ
い
。

①
参
加
者
の
住
所
・
氏
名
・
年

齢
・
電
話
番
号

②
グ
ル
ー
プ
の
場
合
は
代
表
者

名
③
集
合
す
る
駅
名

※
電
話
等
に
よ
る
受
付
は
行
い

ま
せ
ん
。

●
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

根
来
街
道
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ

ム
振
興
協
議
会
事
務
局　

〒
５
９
６

０
０
７
６
大
阪
府

岸
和
田
市
野
田
町
３
丁
目
13
番

２
号
（
大
阪
府
泉
州
農
と
緑
の

総
合
事
務
所
内
Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
７
２

４
３
７

２
５
３
０

●
当
日
雨
天
中
止
の
問
合
せ

当
日
雨
天
（
荒
天
）
の
場
合
の

態
度
決
定
は
午
前
６
時
に
行
い

ま
す
の
で
、
事
務
局
ま
で
問
合

せ
下
さ
い
。
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国
保
税
を
滞
納
す
る
と

　

災
害
そ
の
他
特
別
の
事
情
が
な

い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
納
期
限
か

ら
一
年
を
経
過
し
て
も
納
付
し
な

い
場
合
は
、「
資
格
証
明
書
」
の

交
付
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

「
資
格
証
明
書
」
の
交
付
を
受
け

る
と

一
、
被
保
険
者
証
が
交
付
さ
れ
る

場
合
と
同
様
に
国
保
税
は
、
課

税
さ
れ
ま
す
。

二
、
医
療
費
の
全
額
を
自
費
で
支

払
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
　

後
日
申
請
に
基
づ
き
国
保
か

ら
給
付
割
合
に
応
じ
て
払
い
戻

し
を
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
た
だ
し
、
保
険
給
付
の
全

額
又
は
一
部
を
差
し
止
め
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

○
納
付
が
困
難
な
場
合
は
、
保
険

年
金
課
国
保
係
ま
で
納
税
相
談
に

お
越
し
く
だ
さ
い
。

こ ん な と き 必 要 な も の
他の市町村から転入してきたとき 印鑑
職場の健康保険の資格がなくなったとき 印鑑、職場の健康保険資格喪失証明書

（資格喪失日の分かる書面）職場の健康保険の被扶養者でなくなったとき
子どもが生まれたとき 印鑑、保険証
生活保護を受けなくなったとき 印鑑、保護廃止決定通知書

▼国保にはいるとき
〈
届
け
出
に
必
要
な
も
の
〉

こ ん な と き 必 要 な も の
他の市町村に転出するとき 印鑑、保険証
職場の健康保険にはいったとき

印鑑、国保と健保の両方の保険証
職場の健康保険の被扶養者になったとき
国保の被扶養者が死亡したとき 印鑑、保険証
生活保護を受けるようになったとき 印鑑、保険証、保護開始決定通知書

▼国保をやめるとき

こ ん な と き 必 要 な も の
退職者医療制度の対象になったとき 印鑑、保険証、年金証書
市内で住所が変わったとき

印鑑、保険証世帯主や氏名が変わったとき
世帯が分かれたり、いっしょになったとき
修学のため、別に住所を定めるとき 印鑑、保険証、在学証明書
保険証を失くしたり、汚れてつかえなくなったとき 印鑑、身分を証明するもの（使えなくなった保険証）

▼その他の届け出

職場の健康保険の資格がなくなった場合…
国保の資格は、職場の健康保険がなくなった日からとなります。
また国保税納付も国保の資格を得た月からですので届出がおくれないようにしま
しょう。おくれると、さかのぼって納めなければなりません。!気をつけましょう !

〈
届
け
出
に
必
要
な
も
の
〉

〈
届
け
出
に
必
要
な
も
の
〉

こ
ん
な
と
き
は

こ
ん
な
と
き
は
国
保
の
窓
口
へ
14
日
以
内
に

届
け
出
ま
し
ょ
う

◎
対
象
と
な
る
方

　

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い

る
方
で
、
次
の
条
件
の
す
べ
て
に

該
当
す
る
方
（
退
職
被
保
険
者
本

人
）
と
そ
の
被
扶
養
者
が
対
象
と

な
り
ま
す
。

①
老
人
保
健
法
の
適
用
を
受
け
て

い
な
い
方
。

②
厚
生
年
金
や
各
種
共
済
組
合
な

ど
（
国
民
年
金
は
除
く
）
の
老

齢
（
退
職
）
年
金
を
受
け
て
い

て
、
こ
れ
ら
の
年
金
制
度
の
加

入
期
間
が
20
年
以
上
（
ま
た
は

40
歳
以
降
の
加
入
期
間
が
10
年

以
上
）
あ
る
方
。

　

右
記
に
該
当
し
て
い
る
方
で
、

年
金
を
も
ら
う
手
続
き
を
す
る
と

年
金
証
書
が
送
ら
れ
て
き
ま
す
の

で
、
年
金
証
書
・
国
民
健
康
保
険

被
保
険
者
証
・
印
鑑
を
ご
持
参
の

う
え
、
14
日
以
内
に
国
保
係
へ
届

け
出
て
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
い
お
問
い
合
わ
せ
は
、
生

活
福
祉
部
保
険
年
金
課
国
保
係
ま

で
（
内
線
１
９
２
・
１
９
３
）

退 職 者
医 療 制 度
に つ い て

国民健康保険税納期
平成19年度 国民健康保険税
第８期分の納期限は、
１月31日です｡

期日に遅れないようにお納めください。
便利で確実な口座振替制度を

ご利用ください。
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第
８
回
伊
都
地
方
少
年
空
手
道
大
会

○
日
時　

平
成
19
年
10
月
21
日
㈰

○
場
所　
橋
本
市
勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー

○
結
果

《
個
人
形
》

▽
小
学
生
３
・
４
年
男
子
の
部

３
位　

灘
涼
太

《
団
体
形
》

▽
小
学
生
男
子
の
部

１
位　

宮
本
侑
・
豊
香
都
樹
・

　
　
　

豊
未
都
樹

▽
小
学
生
女
子
の
部

３
位　

中
川
帆
奈
美
・
坪
井
七
恵
・

　
　
　

宮
本
紋

《
個
人
組
手
》

▽
小
学
生
１
年
女
子
の
部

３
位　

西
川
彩
菜

▽
小
学
生
５
年
女
子
の
部

３
位　

中
川
綾
菜

▽
小
学
生
６
年
男
子
の
部

１
位　

上
野
裕
紀

２
位　

豊
未
都
樹

▽
中
学
生
男
子
の
部

２
位　

上
野
貴
紀

第
45
回
和
歌
山
地
域
成
人
水
泳
大
会

○
日
時　

平
成
19
年
10
月
14
日
㈰

○
場
所　

和
歌
山
市
民
温
水
プ
ー
ル

○
結
果
（
ア
ポ
ロ
Ｓ
Ｓ
所
属
）

〔
200
ｍ
自
由
型　

男
子
〕

▽
45
〜
49
歳

１
位　

鈴
木
一
弘　

２
分
38
秒
35

〔
100
ｍ
自
由
型　

男
子
〕

▽
70
〜
74
歳

１
位　

松
本
勇
治　

２
分
05
秒
31

▽
45
〜
49
歳

１
位　

鈴
木
一
弘　

１
分
10
秒
64

▽
18
〜
24
歳

１
位　

山
川
哲
平　

55
秒
68

〔
100
ｍ
バ
タ
フ
ラ
イ　

男
子
〕

▽
18
〜
24
歳

１
位　

志
津
弘
朗　

１
分
06
秒
09

〔
50
ｍ
自
由
型　

男
子
〕

▽
75
〜
79
歳

１
位　

嶋
孝
夫　

41
秒
77

▽
45
〜
49
歳

１
位　

鈴
木
一
弘　

30
秒
91

▽
35
〜
39
歳

１
位　

中
村
雅
史　

29
秒
19

２
位　

湯
川
和
昭　

30
秒
60

▽
30
〜
34
歳

１
位　

浜
野
正
之　

24
秒
77

▽
18
〜
24
歳

大
会
新　

山
川
哲
平　

25
秒
05

〔
50
ｍ
平
泳
ぎ　

男
子
〕

▽
55
〜
59
歳

１
位　

塩
津
伸
二　

41
秒
14

〔
50
ｍ
バ
タ
フ
ラ
イ　

男
子
〕

▽
30
〜
34
歳

１
位　

浜
野
正
之　

26
秒
67

▽
18
〜
24
歳

１
位　

山
川
哲
平　

27
秒
10

２
位　

志
津
弘
朗　

29
秒
51

〔
50
ｍ
背
泳
ぎ　

男
子
〕

▽
25
〜
29
歳

３
位　

井
ノ
上
昌
輝　

41
秒
93

〔
25
ｍ
自
由
型　

男
子
〕

▽
70
〜
74
歳

１
位　

松
本
勇
治　

24
秒
02

▽
35
〜
39
歳

１
位　

湯
川
和
昭　

13
秒
92

▽
18
〜
24
歳

１
位　

谷
口
周
作　

12
秒
10

〔
25
ｍ
背
泳
ぎ　

男
子
〕

▽
75
〜
79
歳

１
位　

嶋
孝
夫　

22
秒
57

▽
70
〜
74
歳

１
位　

松
本
勇
治　

39
秒
81

▽
55
〜
59
歳

２
位　

塩
津
伸
二　

18
秒
66

〔
25
ｍ
バ
タ
フ
ラ
イ　

男
子
〕

▽
30
〜
34
歳

大
会
新　

浜
野
正
之　

11
秒
84

〔
200
ｍ
自
由
型　

女
子
〕

▽
18
〜
24
歳

１
位　

桑
畑
尚
代　

２
分
41
秒
99

〔
25
ｍ
自
由
型　

女
子
〕

▽
60
〜
74
歳

２
位　

矢
沢
嘉
子　

23
秒
45

▽
25
〜
29
歳

３
位　

平
賀
渚　

14
秒
51

〔
25
ｍ
背
泳
ぎ　

女
子
〕

▽
60
〜
74
歳

２
位　

矢
沢
嘉
子　

31
秒
04

〔
200
ｍ
メ
ド
レ
ー
リ
レ
ー
男
子
〕

▽
合
計
119
歳
以
下

１
位　

ア
ポ
ロ
Ｓ
Ｓ

（
山
川
・
松
倉
・
浜
野
・
谷
口
）

　
　
　
　
　
　
　
　

１
分
56
秒
28

〔
200
ｍ
フ
リ
ー
リ
レ
ー
男
子
〕

▽
合
計
119
歳
以
下

大
会
新　

ア
ポ
ロ
Ｓ
Ｓ

（
山
川
・
志
津
・
浜
野
・
谷
口
）

　
　
　
　
　
　
　
　

１
分
41
秒
62

〔
100
ｍ
メ
ド
レ
ー
リ
レ
ー　

男
子
〕

▽
合
計
160
〜
199
歳

１
位　

ア
ポ
ロ
Ｓ
Ｓ

（
塩
津
・
湯
川
・
中
村
・
鈴
木
）

　
　
　
　
　
　
　
　

１
分
04
秒
41

〔
100
ｍ
フ
リ
ー
リ
レ
ー　

男
子
〕

▽
合
計
160
〜
199
歳

１
位　

ア
ポ
ロ
Ｓ
Ｓ

（
中
村
・
湯
川
・
塩
津
・
鈴
木
）

　
　
　
　
　
　
　
　

55
秒
34

第
三
回
海
南
市
秋
季
ペ
タ
ン
ク
大
会

○
日
時　

平
成
19
年
11
月
17
日
㈯

○
場
所　

海
南
市
民
運
動
場

○
結
果

（
ト
リ
プ
ル
ス
・
参
加
64
チ
ー
ム
）

優
勝　

岩
出
さ
く
ら

　
　
（
辻
内
曙
、
上
野
滿
智
子
、

　
　
　

吉
田
福
子
）

第
７
回
日
本
少
年
野
球
奈
良
万
葉
大
会

○
日
時

　

平
成
19
年
11
月
10
日
、
11
日
、

　
　
　
　
　
　
　
　

17
日
、18
日
、

○
場
所　

橿
原
市
硬
式
野
球
場
、

　
　
　
　

県
営
橿
原
球
場

○
結
果

準
優
勝　

岩
出
ボ
ー
イ
ズ

（
硬
式
野
球
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
）

ス

ポ

ー

ツ

主
な
大
会
結
果

日
が
風
を
携
え
遊
ぶ
新
春
の
海
を
見
た
く
て
遠
回
り
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
水
栖
）　　

寺
西　

敦
子

究
極
の
香
り
を
雫
す
く
ち
な
し
の
こ
の
や
さ
し
さ
を
誰
に
捧
げ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
山
）　　

　

福
田　

キ
ヨ

マ
イ
カ
ー
を
降
り
て
根
来
寺
大
門
を
亡
夫
は
必
ず
徒
歩
に
く
ぐ
り
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
西
野
）　　

岩
西　

起
佐
子

夜
な
べ
し
て
足
袋
靴
下
を
繕
い
し
母
を
偲
べ
ば
鳴
る
虎も

が
り落

笛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
安
上
）　　

幡
井　

ツ
ヤ
コ

玄
関
を
開
く
れ
ば
右
手
に
蝋
梅
の
鬱
金
し
づ
か
に
冬
満
た
し
ゐ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
西
国
分
）　

永
田　

芳
子

青
空
に
呼
応
な
し
つ
つ
日
の
光
に
透
く
蝋
梅
の
静
の
華
や
ぎ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
吉
田
）　　

田
中　

チ
ヅ

長
寿
乞
う
具
象
の
一
つ
夫
婦
箸
艶
よ
き
黒
と
朱
の
漆
塗
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
高
塚
）　　

上
岡　

洋
子

沈
む
も
の
沈
ん
で
水
の
澄
む
よ
う
な
心
に
な
り
て
近
江
に
向
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
水
栖
）　　

福
元　

千
鶴

鎮
ま
り
し
朝
の
宮
居
に
翳か

ざ

さ
る
る
鈴
が
刹
那
に
笑
ま
ふ
嬰
児

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
水
栖
）　　

井
谷　

初
子

白
鳥
の
光
曵
き
ゆ
く
公
園
の
碧
き
水
面
に
娘
は
鴨
呼
び
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
荊
本
）　　

堂
西　

知
子

「
敬
老
の
日
」
と
て
東
京
の
歯
学
部
の
女
孫
よ
り
電
話
老
い
の
身
の
幸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
宮
）　　

　

水
崎　

紓
子

口
遊
む
夕
焼
小
焼
の
メ
ロ
デ
ィ
ー
は
い
つ
の
秋
に
も
吾
の
風
景

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
曽
屋
）　　

赤
井　

順
子

七
つ
八
つ
と
子
供
神
輿
に
賑
は
ひ
し
も
過
去
と
な
り
ゆ
く
少
子
化
の
波

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
宮
）　　

　

斯
波　

美
和
子

新
し
き
年
に
願
い
て
登
る
山
遍
路
の
鈴
は
背
を
押
し
く
る
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
水
栖
）　　

藤
田　

久
子

岩
出
短
歌
会
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　昨年の11月30日に締め切りました「市のイメージキャラクター」の

公募には、市内をはじめ、全国各地から220点と数多くの作品をご応

募いただきました。応募者の皆様に心から感謝申し上げます。

　さて、応募作品を見てみますと、岩出市を象徴する“根来寺”にま

つわる桜、僧兵、国宝の大塔、根来の子守唄、ねごろ大唐を題材にし

たキャラクターが多く、力作が勢ぞろいいたしました。

　現在、選定委員会において選定作業が進んでいるところですが、

“市のセールスポイント”を中心に、親しまれ遊び心のあるキャラク

ターを選んでいただいているところです。併せて、キャラクターの活

用方法についてもご検討いただいております。

　キャラクターの発表は、３月下旬頃を予定しています。

　どんなキャラクターが誕生するのか、とても楽しみですね。

　皆さん、ご期待ください！

岩出市のイメージキャラクターへの
ご応募ありがとうございました

　

岩
出
に
も
、
古
く
か
ら
伝
わ
る
民

話
が
あ
る
の
を
ご
存
知
で
す
か
？

　

昭
和
55
年
に
、
岩
出
町
は
岩
出
に

残
る
民
話
が
途
絶
え
て
し
ま
う
の
を

愁
い
、
後
世
に
民
話
の
伝
説
を
伝
え

よ
う
と
、「
岩
出
町
民
話
」
を
発
刊

い
た
し
ま
し
た
。

　

お
話
の
中
に
は
、
身
近
な
地
名
や

今
は
あ
ま
り
使
わ
れ
て
い
な
い
〝
岩

出
の
方
言
〞
が
出
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、
ご
家
族
で
岩
出
の
民
話
を

お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

大
黒
様
と
左ひ

だ
り
じ
ん
ご
ろ
う

甚
五
郎

　

〜
「
岩
出
町
民
話
」
か
ら
抜
粋
〜

　

根
来
寺
に
近
い
東
坂
本
の
観
音
寺

の
側
に
小
さ
い
旅は

た

ご

や

籠
屋
（
梅
半
）
が

あ
っ
た
。

　

そ
の
旅
籠
屋
へ
一
人
の
旅
人
が
足

を
止
め
て
、「
今
夜
泊
め
て
く
れ
る

か
ね
。」
と
、
入
っ
て
き
た
。
奥
の

方
か
ら
「
は
い
、
は
い
、
泊
ま
り
よ

し
（
泊
ま
っ
て
下
さ
い
）。」
と
お
婆

さ
ん
が
腰
を
屈か

が

め
な
が
ら
濯
ぎ
（
足

を
洗
う
た
め
の
小
さ
い
桶
に
入
れ
た

水
）
を
持
っ
て
来
て
、
泥
に
汚
れ
た

旅
人
の
足
を
洗
っ
て
や
り
な
が
ら
、

「
旅
の
人
、
根
来
へ
な
に
し
に
来
た

の
か
の
し
（
来
ま
し
た
か
）。」
と
聞

く
。
旅
人
は
、「
根
来
寺
の
住
職
様

よ
り
大
黒
様
を
彫
っ
て
ほ
し
い
と
頼

ま
れ
た
の
で
な
あ
。
ま
あ
二
カ
月
か

三
カ
月
程
泊
ま
り
た
い
の
で
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。」
と
い
う
。「
は

い
、
は
い
、
旅
の
人
、
ゆ
っ
く
り
し

よ
し
（
し
な
さ
い
）
旅
の
人
は
彫
り

物
屋
さ
ん
か
の
し
。」
と
ま
た
聞
く

と
、
旅
人
、「
そ
う
だ
よ
。」
そ
れ
で

婆
さ
ん
は
、「
ど
れ
食
事
の
用
意
で

も
し
よ
う
か
の
し
。」
と
い
い
つ
つ

台
所
の
方
へ
行
っ
た
。

　
「
婆
さ
ん
、
め
し
よ
り
先
に
お
酒

を
た
の
む
よ
。」「
あ
い
よ
。」
と
返

事
が
返
っ
て
、
ご
と
ご
と
と
台
所
の

方
で
食
事
の
用
意
を
し
だ
し
た
よ
う

で
あ
る
。
し
ば
ら
く
し
て
お
酒
と

二
、三
の
惣
菜
の
品
を
添
え
、
旅
人

の
前
に
置
か
れ
た
。
旅
人
は
お
酒
を

う
ま
そ
う
に
、
ぐ
い
ぐ
い
飲
む
。
た

ち
ま
ち
徳
利
が
か
ら
に
な
る
。

　
「
旅
の
人
は
、
よ
ほ
ど
お
酒
が
す

き
だ
の
し
。」
と
お
婆
さ
ん
の
持
っ

て
来
る
酒
を
飲
み
ほ
し
、
空
の
徳
利

が
何
本
も
並
び
だ
し
た
、
や
が
て
旅

人
も
、
旅
の
疲
れ
が
で
た
の
か
そ
の

場
に
気
持
ち
よ
さ
そ
う
に
ご
ろ
り
と

横
に
な
っ
て
、
高
い
い
び
き
で
眠
っ

て
し
ま
っ
た
。

　

そ
れ
か
ら
は
毎
日
毎
日
、
酒
ば
か

り
飲
ん
で
一
向
に
大
黒
様
を
彫
る
よ

う
す
も
な
い
。
あ
る
日
、
お
婆
さ
ん

が
心
配
し
て
旅
人
に
、「
も
し
旅
の

人
、
も
う
大
黒
様
彫
ら
ね
え
の
か
の

し
。」
と
た
ず
ね
る
と
、
酒
に
酔
っ

て
赤
い
顔
を
し
た
旅
人
は
「
お
婆
さ

ん
、
心
配
し
な
さ
ん
な
、
そ
の
う
ち

彫
る
よ
。」
と
云
っ
て
、
ま
た
何
週

間
か
過
ぎ
た
。

　

根
来
寺
の
住
職
さ
ん
と
の
約
束
の

日
も
段
々
近
づ
い
た
或
る
日
、
旅
人

の
へ
や
の
方
か
ら
コ
ツ
コ
ツ
と
「
ノ

ミ
」
の
音
が
し
だ
し
た
。
大
黒
様
を

彫
り
始
め
た
よ
う
で
あ
る
。「
い
よ
、

い
よ
、
仕
事
を
始
め
た
よ
う
だ
の

し
。」、
お
婆
さ
ん
も
や
っ
と
安
心
、

そ
れ
か
ら
は
三
度
の
食
事
も
そ
っ
と

へ
や
の
前
に
置
く
日
が
続
き
、
や
が

て
或
る
日
、「
お
婆
さ
ん
、
大
黒
様

が
で
き
た
よ
、
あ
と
、
う
ち
で
の
小

槌
だ
け
だ
。」、
と
言
っ
て
お
婆
さ
ん

に
「
お
酒
た
の
む
よ
。」
と
い
う
。

お
婆
さ
ん
の
持
っ
て
来
た
ひ
さ
し
ぶ

り
の
酒
を
う
ま
そ
う
に
飲
み
、
た
ち

ま
ち
酔
い
高
い
い
び
き
。
目
が
覚
め

て
も
酒
、
酒
で
、
す
っ
か
り
う
ち
で

の
小
槌
を
彫
る
こ
と
も
忘
れ
、
約
束

の
日
が
来
て
根
来
寺
か
ら
の
使
い

が
、「
お
願
い
し
た
大
黒
様
を
戴
き

に
ま
い
り
ま
し
た
。」、
旅
人
は
、「
ど

う
ぞ
、
ど
う
ぞ
。」
と
小
槌
を
彫
る

の
を
忘
れ
た
ま
ま
の
大
黒
様
を
わ
た

し
、
自
分
の
用
も
終
わ
っ
た
と
思
い

酔
っ
た
ま
ま
お
婆
さ
ん
に
別
れ
を
つ

げ
東
坂
本
を
後
に
し
た
。

　

こ
れ
が
左
甚
五
郎
の
名
作
、
う
ち

で
の
小
槌
を
持
っ
て
い
な
い
大
黒
様

と
し
て
有
名
で
あ
る
。

　

今
も
そ
の
旅
籠
屋
跡
が
あ
り
、
甚

五
郎
屋
敷
跡
と
い
っ
て
、
そ
の
宅
の

前
を
通
る
と
甚
五
郎
の
「
ツ
チ
」
の

音
が
聞
こ
え
る
と
い
う
。
住
居
跡
は

水
田
と
な
り
、
甚
五
郎
の
使
っ
た
井

戸
の
跡
も
残
っ
て
い
る
。

岩
出
に
伝
わ
る
ふ
る
さ
と
の
民
話 

①

大
黒
さ
ん

う
ち
で
の
小
槌
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和
歌
山
県
植
物
公
園
緑
花
セ
ン
タ
ー

お

知

ら

せ

【
問
い
合
わ
せ
先
】

〔
住
所
〕
６
４
９
６
２
１
１　

岩
出
市
東
坂
本
６
７
２

〔
電
話
〕
６
２
４
０
２
９
〔
Ｆ
Ａ
Ｘ
〕
６
３

２
５
７
０

【花と緑の教室】
「冬芽（ふゆめ）と早春の里山観察」（緑花センターとその周辺の里山で小さな冬と小さな春を見つけよう）
●日　時：2月24日㈰　午後1時30分～4時迄
●講　師：森林インストラクター　岡田　和久（オカダ　カズヒサ）先生
●参加費：無料（※但し別途入園料が必要）
※現在、参加申込みを電話等で受付中です。（定員は32名まで先着順）
【花・木及び作品の展示会】
「園内花の写真展」（園内で花や風景を撮影された方からの応募作品を審査し展示します。）
●日　時：2月20日㈬～3月16日㈰　午前9時～午後5時迄
●場　所：別館展示室の奥側
【気軽にちょこっと体験】（１月のテーマ：シイタケをつくりましょう）
●日　時：1月12日（土）・1月19日（土）　午後1時30分～3時迄
●講　師：緑花センター職員　竹川　良信（タケガワ　ヨシノブ）
●参加費：材料費として1,000円程度必要　又、別途入園料が必要
※現在、参加申込みを電話等で受付中です（定員は24名まで先着順）
【寄せ植えほんまもん体験】（２月のテーマ：早春の寄せ植え）
●日　時：2月9日㈯・2月16日㈯　午後1時30分～3時迄
●講　師：大原　明（オオハラ　アキラ）先生
●参加費：材料費として1,200円～1,500円程度必要　又、別途入園料が必要
※現在、参加申込みを電話等で受付中です（定員は24名まで先着順）
【第11回園内の花の写真コンテスト】
緑花センターでは、園内で撮影された写真作品を募集しています。四季折々の草花の写真や、人と
花とのやさしいふれ合いを撮影したもの等、皆様の自信作を是非ご応募下さい。
●作品テーマ：平成19年1月から応募締切月迄に、緑花センター内で撮影した花や風景を主題とした作品
●応募締切日：平成20年２月11日㈪必着〔緑花センターへ直接持参又は郵送〕
●作品の規格：単写真で四つ切り（ワイド四つ切り）サイズ又はＡ4～Ｂ4サイズ
　　　　　　　デジカメ可（加工しないものに限る）
　　　　　　　カラープリントに限る（プリンターの場合は写真専用紙に限る）

謹 賀 新 年
本年も宜しくお願い申し上げます　緑花センター職員一同

●年始は、1月 1日（元旦）から開園します
1月 3日㈭は、“緑花センター新春琴の演奏会”（午前：11時、午後：1時 30分の 2回）を、緑花センター
本館展示室で行います

　※根来寺への初詣と合わせて、緑花センターへ是非お立ち寄り下さい
●1月の休園日は、8日㈫・15日㈫・22日㈫～25日㈮・29日㈫となります

１月の営業のお知らせ

新
成
人
の
皆
さ
ん

国
民
年
金
の
加
入
手
続
き
を
！

　

成
人
式
を
迎
え
た
み
な
さ
ん
、

20
歳
に
な
る
と
国
民
年
金
に
必
ず

加
入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と

は
ご
存
じ
で
す
か
？

　

国
民
年
金
は
、
日
本
に
住
む
20

歳
か
ら
60
歳
ま
で
の
方
が
全
て
加

入
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

自
営
業
者
・
学
生
・
フ
リ
ー
タ
ー

の
方
は
、
国
民
年
金
の
第
１
号
被

保
険
者
と
な
り
ま
す
の
で
、
市
役

所
の
国
民
年
金
担
当
窓
口
で
国
民

年
金
へ
の
加
入
の
手
続
き
を
行
っ

て
く
だ
さ
い
。

　

会
社
員
や
公
務
員
な
ど
の
方

は
、
厚
生
年
金
な
ど
へ
の
加
入
手

続
き
を
す
る
と
同
時
に
国
民
年
金

の
第
２
号
被
保
険
者
と
な
り
ま
す

の
で
、
個
別
に
手
続
き
を
す
る
必

要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

会
社
員
や
公
務
員
な
ど
に
扶
養

さ
れ
て
い
る
配
偶
者
（
妻
・
夫
）
の

方
は
、
国
民
年
金
の
第
３
号
被
保

険
者
と
な
り
ま
す
の
で
、
配
偶
者

（
夫
・
妻
）
の
勤
務
先
の
事
業
所
を

経
由
し
て
国
民
年
金
第
３
号
被
保

険
者
の
届
け
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

第
１
号
及
び
第
３
号
被
保
険
者

の
方
は
自
分
で
国
民
年
金
へ
の
手

続
き
を
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
の

で
20
歳
に
な
っ
た
ら
忘
れ
ず
に
手

続
き
し
て
く
だ
さ
い
。

　

手
続
き
の
お
問
い
合
わ
せ
は
、

保
険
年
金
課
国
民
年
金
係
ま
で
。
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　岩出市では、子どもの読書活動推進に関する法律（平成13年法律第154号）に基づき、
子ども読書推進事業の整備・充実をはかるために「岩出市子ども読書活動推進計画」の策定
を進めており、このたび素案がまとまりました。その内容をお知らせするとともに、岩出市
の子どもたちに豊かな読書環境を提供するために、さらに広く市民の皆さまからの御意見を
募集いたします。
　なお、お寄せいただいた御意見を参考に、内容の充実を図り、平成20年４月に「岩出市
子ども読書活動推進計画」を策定・公表する予定です。

意見募集期間／平成20年１月20日㈰～２月10日㈰
対　　　　象／岩出市内在住・在勤・在学の方
意見提出方法／⑴図書館窓口へ直接持参、⑵郵送、⑶電子メールのいずれか

の方法で提出してください。電話等による御意見は受け付け
かねますので、あらかじめご了承ください。

意見の送付要領
⑴図書館窓口へ直接持参する場合
•岩出図書館（開館日の午前10時～午後７時）
•駅前ライブラリー・総合福祉センター図書室・中央公民館図書室・上岩出地区公民館図書室
　（開館日の午前10時～午後６時30分）
　岩出図書館と分館・分室に「意見募集用紙」を用意しておりますので、後利用ください。
※お手持ちの別の紙に御記入の場合は、冒頭に「岩出市子ども読書活動推進計画（案）に関
する意見」と書き、住所、氏名（団体等の場合は、団体名）、電話番号等の連絡先を明記
のうえ、御意見をお寄せくだい。

⑵郵送
〒 649-6202　岩出市根来 1472-1　岩出図書館「岩出市子ども読書活動推進計画」担当
あてに、２月10日㈰必着でお送りください。
（岩出図書館と分館・分室に「意見募集用紙」を用意しておりますので、御利用ください。）
※お手持ちの別の紙に御記入の場合は、冒頭に「岩出市子ども読書活動推進計画（案）に関
する意見」と書き、住所、氏名（団体等の場合は、団体名）、電話番号等の連絡先を明記のうえ、
御意見をお寄せください。

⑶電子メールでの御意見提出
住所、氏名（団体等の場合は、団体名）、電話番号等の連絡先を必ず明記のうえ、「岩出市子
ども読書活動推進計画（案）への意見」という件名で、下記のアドレスへお送りください。
→E-mail：iwadetoshokan@city.iwade.lg.jp

いただいた御意見の取り扱い
　御意見の概要とそれに対する市の考え方の考え方等を後日公表します。
　なお、個別の回答はいたしかねますので、あらかじめご了承ください。

【問い合わせ先】
岩出市立岩出図書館（0736）62-7222（岩出図書館開館日の午前10時～午後7時）

「岩出市子ども読書活動推進計画（案）」に関する
意見募集（パブリックコメント）を実施します。

家庭・学校の
参加者の募集について
地球温暖化対策の一環として、日常生活でのちょっとした工夫による省エネ実践のコンテストに
家族や学校で参加してみませんか？

「省エネコンテスト」

【参加申し込みについての問い合わせ先】財団法人　省エネルギーセンタースマートライフ推進本部「省エネコンテスト」事務局
電話　03-5543-3013　http://www.ecoj.or.jp/contest08/index.html
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図書館へ行こう!
本や行事についてのお問い合わせは電話でどうぞ！

岩出図書館
（根来 1472 番地の 1）☎ 62-7222

印は休館日です。☆本はひとり５冊まで２週間借りることができます。
☆AV資料はおひとり３点まで１週間借りられます。

日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5

6 7 8 9 10 11 12

13 14 15 16 17 18 19

20 21 22 23 24 25 26

27 28 29 30 31

中央公民館図書室・上岩出地区公民館図書室岩出図書館・駅前ライブラリー・総合保健福祉センター図書室

１月のカレンダー

休館中の本の返却は、図書館正門右の返却ポスト、または駅前ライブラリーの返却ポストをご利用ください。
ただし、DVD・ビデオ・CDなどの視聴覚資料、紙芝居など、破損の恐れのある資料は開館時に直接カウンターにお
返しください。

　　　　　開館時間：岩出図書館　10:00 ～ 19:00
　　　　　　　　　　岩出図書館を除く分館・分室：10:00 ～ 18:30

印は岩出図書館休館日のため、閲覧のみとなります。

日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5

6 7 8 9 10 11 12

13 14 15 16 17 18 19

20 21 22 23 24 25 26

27 28 29 30 31

新 春
アニメ上映会

１月12日㊏
午前10時30分～
午後２時00分～

日
時

場
所
岩出図書館

  大会議室

※入場は無料です（先着100名）

●山古志村のマリと三匹の子犬
　　　　　　　　　　　　　（45分）

タイトル

１月の

場 所

岩出図書館
お は な し 室

６日•13日
「おはなしドロップス」

20日•27日

「おはなしのとびら」

おはなし会

13時30分～

毎週日曜日に
、

　　おはなし
会開催!!

図書館からのお願い
～図書館利用マナー～
図書館の資料は市民の皆様の貴重な財産
です。
汚損・破損がないように大切に取り扱って
ください。
資料への書き込みや切り取り等は絶対に
しないでください。
万一、図書館資料を紛失・破損または汚損
したときは、速やかに図書館へお届けくだ
さい。資料の返却日はお守りください。

誰もが、楽しく“読書力”を、身に

つけるための読書マラソンがスター

トしました。少しずつでも読んでい

けば、読書の習慣がついて、どんど

ん楽しくなりますよ。みんなで岩出

図書館の本をいっぱい読んで、景品

をゲットしよう！詳しくは、図書館

ニュースほかチラシをご覧ください。

読書マラソンに
参加しませんか？

雑誌
フェア
保存期限の過ぎた雑誌を、リサイクルとして皆様にお譲りします。
ご自由にお持ち帰りください。
と　き　平成 20年１月 12日㈯・13日㈰　10時～12時
ところ　岩出図書館　小会議室
対　象　岩出市在住もしくは岩出図書館利用カードをお持ちの方
【注意事項】
●１人５冊以内でお願いします。
●先着順です。なくなり次第終了となります。
●予約及び電話等での申し込みはお受けできません。
●持ち帰り用の袋は各自でご用意ください。
●中には一部破損のものもあります。
●お持ち帰りいただいた雑誌は、有償譲渡など営利目的に使用しな
　いでください。
●利用後の処分等は各自の責任で行ってください。

リサイクル
無料
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。

市の人口と世帯（平成 19年 11月末日現在）　総人口 51,956 人　男 25,160 人　女 26,796 人　世帯数 19,583

　

岩
出
市
男
女
共
同
参
画
推
進
員

会
は
、
平
成
15
年
度
に
当
時
の
岩

出
町
が
定
め
た
「
岩
出
町
男
女
共

同
参
画
プ
ラ
ン
」
に
基
づ
き
、
平

成
16
年
度
か
ら
「
男
女
共
同
参
画

推
進
員
ニ
ュ
ー
ス
」の
発
行
や「
男

女
共
同
参
画
週
間
」
及
び
「
女
性

に
対
す
る
暴
力
を
な
く
す
運
動
」

で
の
街
頭
啓
発
を
は
じ
め
、
様
々

な
イ
ベ
ン
ト
に
積
極
的
に
参
加

し
、
啓
発
推
進
活
動
を
行
っ
て
き

ま
し
た
。

男
女
共
同
参
画
い
き
い
き
大
賞
ベ
ス
ト

グ
ル
ー
プ
賞
に
、
岩
出
市
男
女
共
同
参

画
推
進
員
会
が
選
ば
れ
ま
し
た
！

「耐震補強工事で安心・安全なまちづくり」
岩出中学校管理棟 耐震補強工事が完了

　

ま
た
、
昨
年
か
ら
は
男
女
共
同

参
画
に
関
す
る
紙
芝
居
や
ペ
ー
プ

サ
ー
ト
（
紙
人
形
劇
）
を
作
成
し
、

保
育
所
や
小
学
校
へ
出
張
上
演
を

実
施
し
た
り
と
、
年
々
活
動
の
場

を
広
げ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
活
動
が
高
く
評
価
さ

れ
、
11
月
18
日
、
和
歌
山
ビ
ッ
ク

愛
に
お
い
て
、
県
知
事
か
ら
男
女

共
同
参
画
い
き
い
き
大
賞
ベ
ス
ト

グ
ル
ー
プ
賞
を
授
与
さ
れ
ま
し

た
。

　

教
育
委
員
会
で
は
、
東
南
海
・

南
海
地
震
等
の
大
規
模
な
地
震
に

備
え
る
た
め
、
年
次
計
画
的
に
学

校
施
設
の
耐
震
補
強
事
業
を
進
め

て
お
り
、
本
年
７
月
に
着
工
し
た

岩
出
中
学
校
管
理
棟
地
震
補
強
工

事
が
、
11
月
30
日
に
完
了
い
た
し

ま
し
た
。

　

今
後
も
安
心
・
安
全
な
ま
ち
づ

く
り
を
推
進
す
る
た
め
、
事
業
年

度
の
前
倒
し
を
行
い
、
中
学
校
は

平
成
21
年
度
ま
で
に
事
業
を
完
了

す
る
予
定
で
す
。

　

平
成
19
年
12
月
11
日
、
総
合
保

健
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
第

2
回
岩
出
市
と
き
め
き
交
通
大
学

卒
業
式
が
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
大
学
は
、
高
齢
者
の
交
通
事

故
防
止
と
交
通
安
全
意
識
の
高
揚

を
目
的
と
し
、
年
9
回
の
講
習
会

等
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
、
卒
業
さ
れ
た
23
名
の
皆

さ
ん
が
修
得
さ
れ
た
交
通
安
全
知

識
を
実
践
の
場
で
十
分
発
揮
さ
れ

る
こ
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

第
２
回　

岩
出
市
と
き
め
き
交
通
大
学

卒
業
式
が
挙
行
さ
れ
ま
し
た

ご卒業おめでとうございます

卒業生の皆さん 受賞された推進員の皆さん


